
メーカー施工

ബບʂΘ͔ͣ10mmͰ1ؒ࣌଱Ր
ͼウレタン不燃コート認定を取得ٴ

セラタイカ２号

セラϛοΫܥ଱Րඃ෴ࡐ
セラϛοΫܥウレタン不燃コートࡐ

シリーズ
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˙੡ɹ඼ɿセラタイカ2号（ྊʗ吹付け）
˙෺໊݅ɿਆٶ๺ࢀಓ̧̥̭̚

遮煙性

吹付け硬質ウレタン
フォームの
不燃化

屋外適用
（屋外仕様）

耐久性

遮音性

意匠性

ബບʂΘ͔ͣ 10mm で１ؒ࣌଱火
ͼウレタン不燃コート認定Λऔಘٴ

セラタイカ 2 号γϦーζ͸ɺ଱ՐੑೳʹՃ͑ɺ体ʹ༗֐なΞεϕεト΍ϩοΫ

ウーϧ౳の߭෺ܥણҡをؚ༗しな͍ڥ؀ʹ΍͞し͍੡඼Ͱ͢ɻ·ͨɺమࠎ໘

΁の͍ߴ付ணੑɾ๷ḊੑɾःԻੑなͲ༏Εͨੑೳをൃشし·͢ɻۙ೥Ͱ͸଱

Րඃ෴ࡐͱしͯのར用ͩけͰなくɺ吹付け硬質ウレタンフォームなͲの

ൃ๐プラενοΫܥஅ೤ࡐの不燃コートࡐͱしͯのར用΋૿͓͑ͯΓɺ෯͍޿

用్Ͱ͝ར用͍ͨͩけ·͢ɻ

̞̣̙̭̚
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έーεผఏҊ� 17
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薄膜性

セラタイカ２号シリーズの特長
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●セラタイカ２号
଄ํ法ߏ 認定番号 厚み	̼̼
 適用ൣғ等

水ࢎ化アϧミχウム・୸ࢎカϧシウムࠞೖセメント塗／
硬質ウレタンフォーム吹付／不燃材料（アϧミχウムを除く）

水ࢎ化アϧミχウム・୸ࢎカϧシウムࠞೖセメント系塗材塗／
基材（不燃材料）

NM-3894 10 下地：硬質ウレタンフォーム̖種１
NM-3904 10

NM-3232 10～40

下地：硬質ウレタンフォーム̗種

下地：不燃材料（ۚଐ板）

଄ํ法ߏ 認定番号 厚み	̼̼
 適用ൣғ等
水ࢎ化アϧミχウムࠞೖセメント塗材塗／硬質ウレタンフォーム吹付／基材（不燃材料） NM-4706 11 下地：硬質ウレタンフォーム̖種（１Hó２H）

不燃認定

●セラタイカ２号Ｕ

԰ 内 仕 様

ྊ ப
セラタイカ２号 চ（εラϒ） ߯؅ మࠎ ߯؅

不燃コート仕様

吹付け硬質ウレタンフォーム
（"छ̍ɺ#छɺ"छ（1)
2)））

SK♯70プライマー

セラタイカ２号

セラタイカ２号Ｕ

躯体

$ ' 5 ப 仕 様

ப

̛̘̩ப

԰ ֎ 仕 様

ྊ ப

ࠎྗ
Ϧϒラε

※԰֎༷࢓の৔߹ɺּ໦͕ඞਢͰ͢ɻ

ּ໦
্ృ

ּ໦

合੒଱火仕様

খؒ٧Ί֦大 ૚ؒ;֦͗͞大

ྊ ப
σοΩプレート

ࠎྗ
Ϧϒラε

認定൪号 ೲまりਤ

品　　　　番

（mm）ۊ
௕さ（mm）
߯板厚（mm）
リブ高さ（mm）
リブϐッν（mm）
໢目（mm）
̶／ຕ
現板ن格

- A 1
（式ձ社χνラスג）

B 5 - 0 3 － 9 0
（所࡞中製ࢁ式ձ社ג）

915
1,900

0.3
5

75
11ʷ7.5

1,421

900
1,870

0.3
5

75
16ʷ9.3

1,696
JIS ( 3302　༹༥ѥԖメッΩ߯板

セラタイカ2号合成଱火及び、԰֎仕様で使用するラスは、下ه品質とಉ等以上とします。

ద༻ラε品質৚݅

部位 形状 耐火時間 認定番号 厚み
(㎜)

適用条件
断面形状 鋼材サイズ(㎜) Ｌ：クリアランス、Ｗ：外壁厚み(㎜)

梁

単体

1時間
FP060BM-0274 10 H Ｈ400×200×8×13以上

FP060BM-9001 20 H 制限なし

2時間
FP120BM-0275 20 H Ｈ400×200×8×13以上

FP120BM-9009 30 H 制限なし

3時間
FP180BM-0277 30 H Ｈ400×200×8×13以上

FP180BM-9019 40 H 制限なし

合成

ALC
1時間 FP060BM-9002 20 H 制限なし Ｌ＝200以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120BM-9011 30 H 制限なし Ｌ＝200以下、Ｗ＝100以上

ECP
1時間 FP060BM-0205 20 H Ｈ400×200×8×13以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

2時間 FP120BM-0208 30 H Ｈ400×200×8×13以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

PC
1時間 FP060BM-0116 20 H Ｈ400×200×8×13以上 Ｌ＝200以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120BM-9015 30 H 制限なし Ｌ＝350以下、Ｗ＝130以上

3時間 FP180BM-9021 40 H 制限なし Ｌ＝350以下、Ｗ＝130以上

スパン
クリート

1時間 FP060BM-9003 20 H 制限なし Ｌ＝200以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120BM-9014 30 H 制限なし Ｌ＝200以下、Ｗ＝120以上

柱

単体
1時間

FP060CN-0252 10 □・〇 □ 300×300×9以上、φ372.3×9以上、φ300×11.4以上

FP060CN-0253 10 Ｈ Ｈ300×300×10×15以上

FP060CN-9001 20 □・〇・H 制限なし

2時間 FP120CN-9013 30 □・〇・H 制限なし

3時間 FP180CN-9026 40 □・〇・H 制限なし

CFT

1時間 FP060CN-9010 10 □・〇 □ 400×400、φ400以上（レディーミクストコンクリート）

2時間 FP120CN-9025 15 □・〇 □ 400×400、φ400以上（レディーミクストコンクリート）

3時間 FP180CN-9034 20 □・〇 □ 400×400、φ400以上（レディーミクストコンクリート）

3時間
FP180CN-0758 25 □・〇 □450×450×12以上、φ450×12以上

　（コンクリート：設計基準強度；24～100Ｎ/㎟）

FP180CN-0758-1 25 □・〇 □450×450×12以上、φ450×12以上
　（コンクリート：設計基準強度；24～150Ｎ/㎟）

合成

ALC
1時間 FP060CN-9002 20 □・〇・H 制限なし Ｌ＝100以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120CN-9016 30 □・〇・H 制限なし Ｌ＝100以下、Ｗ＝100以上

ECP

1時間
FP060CN-0311 20 □ □ 200×200×6以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

FP060CN-0317 20 Ｈ Ｈ125×125×6.5×9以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

FP060CN-0320 20 Ｈ Ｈ300×300×10×15以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

2時間
FP120CN-0323 30 □ □ 200×200×6以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

FP120CN-0329 30 Ｈ Ｈ125×125×6.5×9以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

FP120CN-0332 30 Ｈ Ｈ300×300×10×15以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

PC
1時間

FP060CN-0135 20 Ｈ Ｈ300×300×10×15以上 Ｌ＝100以下、Ｗ＝100以上

FP060CN-0178 20 □ □ 300×300×9以上 Ｌ＝100以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120CN-9019 30 □・〇・H 制限なし Ｌ＝350以下、Ｗ＝130以上

3時間 FP180CN-9028 40 □・〇・H 制限なし Ｌ＝350以下、Ｗ＝130以上

スパン
クリート

1時間 FP060CN-9003 20 □・〇・H 制限なし Ｌ＝125以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120CN-9017 30 □・〇・H 制限なし Ｌ＝125以下、Ｗ＝120以上
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੢দݐઃࣜגձࣾɺࣜגձࣾ҆౻ɾؒɺࣜגձࣾϑδλɺࡾҪॅ༑ݐઃࣜגձࣾɺࣜגձࣾ۽୩૊ɺޒ༸ݐઃࣜגձࣾɺલాݐઃࣜגۀ޻ձࣾɺେ࿨ϋ΢εࣜגۀ޻ձࣾ
˞̏ɹ�߹੒଱Րͷཪ͋ͯࡐʢϩοΫ΢ʔϧอԹ൘��ʷ���ᶱɺີ౓���LH�ὗʣ͕ඞཁͰ͢ɻ
˞̐ɹ�߹੒଱Րೝఆͷ༷࢓ʹ͍ͭͯ͸ɺࡌهҎ֎ͷ੍͕͋ݶΓ·͢ͷͰɺೝఆॻΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

※3

※3

※3

※1

※3

※3

※3

※2

・セラタイカ２号合੒଱火৚݅
梁 柱

※4

梁

ラε
8 - 8 - 8 - 8 -

注意）認定条件を十分ご確認の上、ご使用ください。

ᾂ ᾃ



●セラタイカ２号
଄ํ法ߏ 認定番号 厚み	̼̼
 適用ൣғ等

水ࢎ化アϧミχウム・୸ࢎカϧシウムࠞೖセメント塗／
硬質ウレタンフォーム吹付／不燃材料（アϧミχウムを除く）

水ࢎ化アϧミχウム・୸ࢎカϧシウムࠞೖセメント系塗材塗／
基材（不燃材料）

NM-3894 10 下地：硬質ウレタンフォーム̖種１
NM-3904 10

NM-3232 10～40

下地：硬質ウレタンフォーム̗種

下地：不燃材料（ۚଐ板）

଄ํ法ߏ 認定番号 厚み	̼̼
 適用ൣғ等
水ࢎ化アϧミχウムࠞೖセメント塗材塗／硬質ウレタンフォーム吹付／基材（不燃材料） NM-4706 11 下地：硬質ウレタンフォーム̖種（１Hó２H）

不燃認定

●セラタイカ２号Ｕ

԰ 内 仕 様

ྊ ப
セラタイカ２号 চ（εラϒ） ߯؅ మࠎ ߯؅

不燃コート仕様

吹付け硬質ウレタンフォーム
（"छ̍ɺ#छɺ"छ（1)
2)））

SK♯70プライマー

セラタイカ２号

セラタイカ２号Ｕ

躯体

$ ' 5 ப 仕 様

ப

̛̘̩ப

԰ ֎ 仕 様

ྊ ப

ࠎྗ
Ϧϒラε

※԰֎༷࢓の৔߹ɺּ໦͕ඞਢͰ͢ɻ

ּ໦
্ృ

ּ໦

合੒଱火仕様

খؒ٧Ί֦大 ૚ؒ;֦͗͞大

ྊ ப
σοΩプレート

ࠎྗ
Ϧϒラε

認定൪号 ೲまりਤ

品　　　　番

（mm）ۊ
௕さ（mm）
߯板厚（mm）
リブ高さ（mm）
リブϐッν（mm）
໢目（mm）
̶／ຕ
現板ن格

- A 1
（式ձ社χνラスג）

B 5 - 0 3 － 9 0
（所࡞中製ࢁ式ձ社ג）

915
1,900

0.3
5

75
11ʷ7.5

1,421

900
1,870

0.3
5

75
16ʷ9.3

1,696
JIS ( 3302　༹༥ѥԖメッΩ߯板

セラタイカ2号合成଱火及び、԰֎仕様で使用するラスは、下ه品質とಉ等以上とします。

ద༻ラε品質৚݅

部位 形状 耐火時間 認定番号 厚み
(㎜)

適用条件
断面形状 鋼材サイズ(㎜) Ｌ：クリアランス、Ｗ：外壁厚み(㎜)

梁

単体

1時間
FP060BM-0274 10 H Ｈ400×200×8×13以上

FP060BM-9001 20 H 制限なし

2時間
FP120BM-0275 20 H Ｈ400×200×8×13以上

FP120BM-9009 30 H 制限なし

3時間
FP180BM-0277 30 H Ｈ400×200×8×13以上

FP180BM-9019 40 H 制限なし

合成

ALC
1時間 FP060BM-9002 20 H 制限なし Ｌ＝200以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120BM-9011 30 H 制限なし Ｌ＝200以下、Ｗ＝100以上

ECP
1時間 FP060BM-0205 20 H Ｈ400×200×8×13以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

2時間 FP120BM-0208 30 H Ｈ400×200×8×13以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

PC
1時間 FP060BM-0116 20 H Ｈ400×200×8×13以上 Ｌ＝200以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120BM-9015 30 H 制限なし Ｌ＝350以下、Ｗ＝130以上

3時間 FP180BM-9021 40 H 制限なし Ｌ＝350以下、Ｗ＝130以上

スパン
クリート

1時間 FP060BM-9003 20 H 制限なし Ｌ＝200以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120BM-9014 30 H 制限なし Ｌ＝200以下、Ｗ＝120以上

柱

単体
1時間

FP060CN-0252 10 □・〇 □ 300×300×9以上、φ372.3×9以上、φ300×11.4以上

FP060CN-0253 10 Ｈ Ｈ300×300×10×15以上

FP060CN-9001 20 □・〇・H 制限なし

2時間 FP120CN-9013 30 □・〇・H 制限なし

3時間 FP180CN-9026 40 □・〇・H 制限なし

CFT

1時間 FP060CN-9010 10 □・〇 □ 400×400、φ400以上（レディーミクストコンクリート）

2時間 FP120CN-9025 15 □・〇 □ 400×400、φ400以上（レディーミクストコンクリート）

3時間 FP180CN-9034 20 □・〇 □ 400×400、φ400以上（レディーミクストコンクリート）

3時間
FP180CN-0758 25 □・〇 □450×450×12以上、φ450×12以上

　（コンクリート：設計基準強度；24～100Ｎ/㎟）

FP180CN-0758-1 25 □・〇 □450×450×12以上、φ450×12以上
　（コンクリート：設計基準強度；24～150Ｎ/㎟）

合成

ALC
1時間 FP060CN-9002 20 □・〇・H 制限なし Ｌ＝100以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120CN-9016 30 □・〇・H 制限なし Ｌ＝100以下、Ｗ＝100以上

ECP

1時間
FP060CN-0311 20 □ □ 200×200×6以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

FP060CN-0317 20 Ｈ Ｈ125×125×6.5×9以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

FP060CN-0320 20 Ｈ Ｈ300×300×10×15以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

2時間
FP120CN-0323 30 □ □ 200×200×6以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

FP120CN-0329 30 Ｈ Ｈ125×125×6.5×9以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

FP120CN-0332 30 Ｈ Ｈ300×300×10×15以上 Ｌ＝250以下、Ｗ＝60以上

PC
1時間

FP060CN-0135 20 Ｈ Ｈ300×300×10×15以上 Ｌ＝100以下、Ｗ＝100以上

FP060CN-0178 20 □ □ 300×300×9以上 Ｌ＝100以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120CN-9019 30 □・〇・H 制限なし Ｌ＝350以下、Ｗ＝130以上

3時間 FP180CN-9028 40 □・〇・H 制限なし Ｌ＝350以下、Ｗ＝130以上

スパン
クリート

1時間 FP060CN-9003 20 □・〇・H 制限なし Ｌ＝125以下、Ｗ＝100以上

2時間 FP120CN-9017 30 □・〇・H 制限なし Ｌ＝125以下、Ｗ＝120以上

˞̍ɹ�˓ Ҏ্͔ͭްΈҎ্͕ద༻ɻɹɹɹܘ֎؅ͷಉஅ໘ੵҎ্͔ͭ߯ܗ˘؅͸߯ܗ
˞̎ɹ࠾�༻ՄೳͳݐઃձࣾҰཡɿࣛౡݐઃࣜגձࣾɺࣜגձࣾେྛ૊ɺਗ਼ਫݐઃࣜגձࣾɺେ੒ݐઃࣜגձࣾɺࣜגձࣾ஛த޻຿ళɺࣜגձࣾߵ஑૊ɺݐాށઃࣜגձࣾɺ

੢দݐઃࣜגձࣾɺࣜגձࣾ҆౻ɾؒɺࣜגձࣾϑδλɺࡾҪॅ༑ݐઃࣜגձࣾɺࣜגձࣾ۽୩૊ɺޒ༸ݐઃࣜגձࣾɺલాݐઃࣜגۀ޻ձࣾɺେ࿨ϋ΢εࣜגۀ޻ձࣾ
˞̏ɹ�߹੒଱Րͷཪ͋ͯࡐʢϩοΫ΢ʔϧอԹ൘��ʷ���ᶱɺີ౓���LH�ὗʣ͕ඞཁͰ͢ɻ
˞̐ɹ�߹੒଱Րೝఆͷ༷࢓ʹ͍ͭͯ͸ɺࡌهҎ֎ͷ੍͕͋ݶΓ·͢ͷͰɺೝఆॻΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

※3

※3

※3

※1

※3

※3

※3

※2

・セラタイカ２号合੒଱火৚݅
梁 柱

※4

梁

ラε
8 - 8 - 8 - 8 -

注意）認定条件を十分ご確認の上、ご使用ください。

ᾂ ᾃ



3F e a tu r e s
ロックウーϧ系΍乾式଱火ඃ෴材と比較して、༏れたःԻ性を発شします。మࠎ଄のホςϧ΍、Ի࿙れの৺഑のある部
位に最適です。（詳細については、̥ 23を͝ࢀরください。）

ःԻ性

２F e a tu r e s
オフホワイトの仕上がり色となるため、あらわしの仕様では、໌ るく։์తなۭ間をԋग़できます。
ۙ೥૿加しているスέϧトンఱҪの建物において、ҙঊ性の高いセラタイカ２号シリーズがબ͹れています。
また、要๬にԠ͡て、上塗りの使用による着色も可能です。

意ঊ性

にྊにセラタイカڞӈࠨ˛ 2 号を施工 吹付け硬質ウレタンフォームの不燃化6F e a tu r e s
爆燃の危険性がある吹付け硬質ウレタンフォームの上に、わずか10mm厚以上のセラタイカ２号・セラタイカ２号Ｕ
をඃ෴した複合体で、不燃認定を取得しています。（詳細については、129を͝ࢀরください。）

ःԎ性7F e a tu r e s
「乾式工法を用いた防火区ը等におけるԎ等の࿙͑い防止対ࡦに܎るࢦ導基準」（౦ژফ防ி）は、火ࡂによりԎ等が

࿙͑いすることを防止する対ࡦを͡ߨるようࢦ導しています。セラタイカ２号シリーズは、ःԎ性能を有しており、ಛ別
なःԎ対ࡦを行う必要がありません。

カϧシウム、セメントを主成分としているため、ロックウーϧ等の断熱ࢎ化アϧミχウム及び୸ࢎ熱効果の高い水ٵ
タイプと異なり、༏れた଱火性能を発شします。10̼̼厚で１時間଱火、20̼̼厚で２時間଱火、30̼̼厚で̏時間
଱火の性能を有した、薄ܕ湿式଱火ඃ෴材です。

ബいඃ෴厚1F e a tu r e s

1 ଱Րؒ࣌

଱Րؒ࣌3

ܥࣜ࣪
（セラタイカ 2号）

൒ܥࣜס
（ϩοΫウーϧ）

ܥࣜס
（ࡐ付଱Րඃ෴ר）

●మࠎྊʗ଱火ඃ෴材厚Έ比較（αイζɿ̝ �00ʷ�00ʷ�ʷ13の৔合）

厚Έ
��mm
Ҏ上

厚Έ
��mm
Ҏ上

厚ΈΘ͔ͣ
10mm��

厚Έ
�0mm
Ҏ上

厚Έ
��mm
Ҏ上

厚ΈΘ͔ͣ
30mm��

੡品ಛ௕

防Ḋ性に༏れており、発Ḋによるണ落の危険がগない製品です。また、ロックウーϧ系と比較して表面硬度が高く、粉塵
の発生がগないため、ௗ害対ࡦとしても有効です。

଱ٱ性4F e a tu r e s

Ұൠతͳଞͷ଱Րඃ෴ࡐͷ৔߹

஍਒΍িܸʹΑΔɺ଱Րඃ෴ࡐのഁஅ΍୤མ

ΑΔɺคਖのൃੜ΍୤མʹ֐೥ྼԽ΍ௗܦ

஍਒΍িܸɾܦ೥ྼԽɾௗ֐ʹΑΔɺ଱Րඃ෴ࡐのഁஅ΍୤མ

セラタイカ2号ͷ৔߹

ද໘硬౓がߴい
粉塵のൃੜがগͳい
防Ḋ性がߴい

ᾄ ᾅ

高஄性アクリϧΰム系塗材「レナエクセレント」とּ໦のซ用により、֎部での使用を可能にしました。ै དྷの「ロック
ウーϧ施工後にۚଐύωϧでғいࠐΉ工法」と比較して、納まり問୊のղܾ΍、コスト௿ݮに໾立ちます。（詳細につい
ては、125を͝ࢀরください。）

԰֎でのద༻がՄೳ5F e a tu r e s

˛ྊにセラタイカ 2 号を施工 ˛ྊ・பにセラタイカ 2 号を施工
ˎ「SKタイカコート」については、別途ઐ用ύンフレットを͝ࢀর

ください。

セラタイカ2号
̨̠タイカίートˎ



3F e a tu r e s
ロックウーϧ系΍乾式଱火ඃ෴材と比較して、༏れたःԻ性を発شします。మࠎ଄のホςϧ΍、Ի࿙れの৺഑のある部
位に最適です。（詳細については、̥ 23を͝ࢀরください。）

ःԻ性

２F e a tu r e s
オフホワイトの仕上がり色となるため、あらわしの仕様では、໌ るく։์తなۭ間をԋग़できます。
ۙ೥૿加しているスέϧトンఱҪの建物において、ҙঊ性の高いセラタイカ２号シリーズがબ͹れています。
また、要๬にԠ͡て、上塗りの使用による着色も可能です。

意ঊ性

にྊにセラタイカڞӈࠨ˛ 2 号を施工 吹付け硬質ウレタンフォームの不燃化6F e a tu r e s
爆燃の危険性がある吹付け硬質ウレタンフォームの上に、わずか10mm厚以上のセラタイカ２号・セラタイカ２号Ｕ
をඃ෴した複合体で、不燃認定を取得しています。（詳細については、129を͝ࢀরください。）

ःԎ性7F e a tu r e s
「乾式工法を用いた防火区ը等におけるԎ等の࿙͑い防止対ࡦに܎るࢦ導基準」（౦ژফ防ி）は、火ࡂによりԎ等が
࿙͑いすることを防止する対ࡦを͡ߨるようࢦ導しています。セラタイカ２号シリーズは、ःԎ性能を有しており、ಛ別
なःԎ対ࡦを行う必要がありません。

カϧシウム、セメントを主成分としているため、ロックウーϧ等の断熱ࢎ化アϧミχウム及び୸ࢎ熱効果の高い水ٵ
タイプと異なり、༏れた଱火性能を発شします。10̼̼厚で１時間଱火、20̼̼厚で２時間଱火、30̼̼厚で̏時間
଱火の性能を有した、薄ܕ湿式଱火ඃ෴材です。

ബいඃ෴厚1F e a tu r e s

1 ଱Րؒ࣌

଱Րؒ࣌3

ܥࣜ࣪
（セラタイカ 2号）

൒ܥࣜס
（ϩοΫウーϧ）

ܥࣜס
（ࡐ付଱Րඃ෴ר）

●మࠎྊʗ଱火ඃ෴材厚Έ比較（αイζɿ̝ �00ʷ�00ʷ�ʷ13の৔合）

厚Έ
��mm
Ҏ上

厚Έ
��mm
Ҏ上

厚ΈΘ͔ͣ
10mm��

厚Έ
�0mm
Ҏ上

厚Έ
��mm
Ҏ上

厚ΈΘ͔ͣ
30mm��

੡品ಛ௕

防Ḋ性に༏れており、発Ḋによるണ落の危険がগない製品です。また、ロックウーϧ系と比較して表面硬度が高く、粉塵
の発生がগないため、ௗ害対ࡦとしても有効です。

଱ٱ性4F e a tu r e s

Ұൠతͳଞͷ଱Րඃ෴ࡐͷ৔߹

஍਒΍িܸʹΑΔɺ଱Րඃ෴ࡐのഁஅ΍୤མ

ΑΔɺคਖのൃੜ΍୤མʹ֐೥ྼԽ΍ௗܦ

஍਒΍িܸɾܦ೥ྼԽɾௗ֐ʹΑΔɺ଱Րඃ෴ࡐのഁஅ΍୤མ

セラタイカ2号ͷ৔߹

ද໘硬౓がߴい
粉塵のൃੜがগͳい
防Ḋ性がߴい

ᾄ ᾅ

高஄性アクリϧΰム系塗材「レナエクセレント」とּ໦のซ用により、֎部での使用を可能にしました。ै དྷの「ロック
ウーϧ施工後にۚଐύωϧでғいࠐΉ工法」と比較して、納まり問୊のղܾ΍、コスト௿ݮに໾立ちます。（詳細につい
ては、125を͝ࢀরください。）

԰֎でのద༻がՄೳ5F e a tu r e s

˛ྊにセラタイカ 2 号を施工 ˛ྊ・பにセラタイカ 2 号を施工
ˎ「SKタイカコート」については、別途ઐ用ύンフレットを͝ࢀর

ください。

セラタイカ2号
̨̠タイカίートˎ



試験݁Ռ

੡品৘ใ

ᾆ ᾇ

［෺性஋］

̨̠ˌ70プライマー　ブϧー／クリϠー

セラタイカ２号

セラタイカ２号Ｕ

̧̛フリーズブロック

˒ミラクϘーセイ̢

˒̝̚シンナー

水性ミラクシーラーエコ

レナエクセレントローラー用主材

˒஄性クリーンマイϧυウレタン

˒塗料用シンナー̖

̨̠シーラント̢̨（ホワイト）

˒̨̠プライマーセット

アクリϧエマϧシϣン系（水性）

水ࢎ化アϧミχウム・セメント系

水ࢎ化アϧミχウム・セメント系

ѥ঳ࢎ $B・঳ࢎ $B 水༹ӷ

ม性エϙΩシथࢷ系Ḋ止め塗料

下塗材・中塗材用シンナー

合成थࢷエマϧシϣン系

高஄性アクリϧΰム系防水材

஄性ϙリウレタンथࢷ系塗料

ऍ用シンナーر

ม性シリコン系シーリンά材

ϙリウレタンथࢷ系塗料

18kg ੴ༉؈

20kg 袋

20kg 袋

18Ὑੴ༉؈

18kg セット／主ࡎ 14.4kg ੴ༉؈／硬化ࡎ 3.6kg ؈

16Ὑੴ༉؈

15kg ੴ༉؈

18kg ੴ༉؈

16kg セット／主ࡎ 13.5kg ੴ༉؈／硬化ࡎ 2.5kg ؈

16Ὑੴ༉؈

500mὙ／フΟϧムύック ʷ20 ຊ（ശ）

150g ؈／ ʷ16 刷毛、؈ 8 ຊ、クリーンΩϟップ 16 ຊ（ശ）
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ୈྨ࢛ୈೋੴ༉ྨ　危険等ڃᶙ

ୈྨ࢛ୈ一ੴ༉ྨ　危険等ڃᶘ

 － －

 － －

ୈྨ࢛ୈೋੴ༉ྨ　危険等ڃᶙ

 ୈྨ࢛ୈೋੴ༉ྨ　危険等ڃᶙ

 － －

ୈྨ࢛ୈ一ੴ༉ྨ　危険等ڃᶘ

材 料 名 ૊ 成 等 ՙ ࢟ ホϧムアϧσώυ
์散等ڃ ফ防法による危険物表示分 ྨ

下塗材

主 材

Ḋ止め

シーラー

଱פ促進ࡎ

防 水

上塗材

֤
仕
様
ڞ
௨

԰
֎
仕
様
ݶ
ఆ

˔危険৘ใと҆શ対ࡦ
製品の取りѻいは、それͧれの҆શσータシート（S%S）にैってください。ಛに˒ҹのついている製品は༹ܗࡎのため、下هの఺に注ҙしてください。
１） Ҿ火性のӷ体のため、火気厳禁です。ಛに԰内仕様では、換気΍௨風が不े分になり、༹ ͝、ৠ気が଺ཹし΍すいためࡎ 注ҙください。
２） 有機༹ࡎ中ಟのڪれがあるため換気に注ҙし、防ಟマスクまたは送気マスクを使用するなどの҆શ対ࡦを行ってください。
̏） ԰֎ڥ؀においては、༹ 。成分がࣨ内にྲྀೖしないようにे分注ҙしてくださいࡎ
※ ԰内ۀ࡞等、使用ڥ؀によっては、ಛ定化ֶ物質ো害༧防ن則、有機༹ࡎ中ಟ༧防ن則等のن制を受ける場合があります。詳しくは別途、施工仕様ॻ等を͝確認ください。
˔施工後の注ҙ
ຊ製品にはش発性の化ֶ物質が含まれております。塗装直後のҾ౉し等において、化ֶ物質աහ঱΍アレϧΪー体質のํへの҆શ対ࡦにे分ཹҙしてください。

※他の上塗材をબ定することで、さらに଱ީ性能を޲上させることができます。

物 性 値
ਹ ີ 度 1.07（kJ/（kg・K）） ̶
ѹ 縮 強 度

̶
0.117（W/（m・K）） JIS A 1412-2（20℃）

ۂ ͛ 強 度
JIS R 5201

付 着 強 度

比 　 　 　 熱
熱 伝 導 率
ಁ 湿 ܎ 数JIS R 5201

JIS A 6909
568Og/（㎡・͂ ・1B）ʤ30.7mmʥ JIS A 1324

注）ඪ準試験条件における୅表物性値

項 　 目 備 　 　 考 物 性 値項 　 目 備 　 　 考

［材料ߏ੒］

認定試験「ࡌՙ加熱試験」後も߯材のたわみによるׂれ・ണがれがݟられず、下地と༏れた付着性・௥ै性を示します。
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ͨΘΈྔଌ定ۂઢ（ࡌՙ加熱試験ɿセラタイカ２号30mm）

定஋1�2��mmن

体ݧࢼのޙݧࢼ▲

［ՙ加熱試験ࡌ］

［付ண性試験］
下地条件をม͑た試験体を、水ਁ௮܁りฦし試験後に付着強度をଌ定しました。（１αイクϧ：水ਁ௮ 1 時間ʴ40℃੩置 23 時間）

成　ߏ αイクϧ数

మࠎ ʴ セラタイカ 2 号

0
0.075
0.000
0.069

మࠎ ʴ 一般さび止め1 種ʴセラタイカ 2 号

మࠎ　ʴ 一般さび止め1 種ʴ ̨̠ˌ70 プライマーʴセラタイカ ２ 号

※

※は材料（セラタイカ２号）内ഁ断

5
0.077
0.000
0.074

10
0.089
0.000
0.079

（N／m㎡）

※※※

※※

（ ʴ　ロックウーϧ　0.00098（N／m㎡）以上　ࠎ考）　మࢀ

［෩ѹ粉塵試験（低粉塵）］

ू塵ࢴ（ᖤࢴ）

試験ശ 

風速15m/ඵ 試験体 
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 ̨けいࢎカϧシウム板1号品 
˔セラタイカ２号

下図に示す装置をར用し、材料表面から発生する粉塵ೱ度をܦ時తにଌ定しました。
この݁果、セラタイカ２号は湿式ロックウーϧ΍けいࢎカϧシウム板と比較し、粉塵の発生がগないとい͑ます。

［防Ḋ性試験］

ൽ߯板に材料を塗付し、1ϲ݄養生後、表面よりカッターでࠇ
クロスカットをೖれ、Ԙ水෾ໄ試験を200時間࣮施しました。
この݁果、セラタイカ２号はḊの発生がগなく防Ḋ性が高い
とい͑ます。

●଱Ԙਫ෾ໄ性試験 ●԰内๫࿐試験

ɿଞ社の࣪ࣜ଱火ඃ෴材セラタイカ２号ߟࢀ

みがき߯板を材料でڬんだものを試験体とし、20℃65ˋの条件
下で2೥間԰内๫࿐を࣮施しました。
この݁果、セラタイカ２号はḊの発生がগなく防Ḋ性が高いと
い͑ます。

（2έ݄ޙ）

（2೥ޙ）

ɿଞ社の࣪ࣜ଱火ඃ෴材セラタイカ２号ߟࢀ

（2έ݄ޙ）

（2೥ޙ）

［ͨΘΈ௥ै試験］
350ʷ950ʷ2.3mmのੇ法のࠇൽ付き߯板の表面に、セラタイカ２号を
20mmの厚さで吹付け、1ϲ݄間養生した後、試験を࣮施しました（100U
用オートάラフを使用）。セラタイカ２号塗付面を下޲きにセットし、߯
板の中ԝ部にࡌՙし、たわみ量と付着状態を࡯؍しました。
この݁果、మࠎのมܗに対し、1／100のたわみ量まではे分に௥ैでき
ることがわかりました。

1 ／ 200

1 ／ 100

2 ／ 100

3 ／ 100

˚̡／̡ ˚̡ 試験体状گ 付着状گ

3mm

6mm

12mm

18mm

異状なし

異状なし

クラック発生

ണ離։࢝
˚̡

̡ʹ600mm

シーリンά材

0.60 ʶ 0.06g/cὗ
0.78N/m㎡（8kgG/c㎡）
0.29N/m㎡（3kgG/c㎡）
0.069N/m㎡（0.7kgG/c㎡）



試験݁Ռ

੡品৘ใ

ᾆ ᾇ

［෺性஋］

̨̠ˌ70プライマー　ブϧー／クリϠー

セラタイカ２号

セラタイカ２号Ｕ

̧̛フリーズブロック

˒ミラクϘーセイ̢

˒̝̚シンナー

水性ミラクシーラーエコ

レナエクセレントローラー用主材

˒஄性クリーンマイϧυウレタン

˒塗料用シンナー̖

̨̠シーラント̢̨（ホワイト）

˒̨̠プライマーセット

アクリϧエマϧシϣン系（水性）

水ࢎ化アϧミχウム・セメント系

水ࢎ化アϧミχウム・セメント系

ѥ঳ࢎ $B・঳ࢎ $B 水༹ӷ

ม性エϙΩシथࢷ系Ḋ止め塗料

下塗材・中塗材用シンナー

合成थࢷエマϧシϣン系

高஄性アクリϧΰム系防水材

஄性ϙリウレタンथࢷ系塗料

ऍ用シンナーر

ม性シリコン系シーリンά材

ϙリウレタンथࢷ系塗料

18kg ੴ༉؈

20kg 袋

20kg 袋

18Ὑੴ༉؈

18kg セット／主ࡎ 14.4kg ੴ༉؈／硬化ࡎ 3.6kg ؈

16Ὑੴ༉؈

15kg ੴ༉؈

18kg ੴ༉؈

16kg セット／主ࡎ 13.5kg ੴ༉؈／硬化ࡎ 2.5kg ؈

16Ὑੴ༉؈

500mὙ／フΟϧムύック ʷ20 ຊ（ശ）

150g ؈／ ʷ16 刷毛、؈ 8 ຊ、クリーンΩϟップ 16 ຊ（ശ）
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材 料 名 ૊ 成 等 ՙ ࢟ ホϧムアϧσώυ
์散等ڃ ফ防法による危険物表示分 ྨ

下塗材

主 材
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防 水

上塗材
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˔危険৘ใと҆શ対ࡦ
製品の取りѻいは、それͧれの҆શσータシート（S%S）にैってください。ಛに˒ҹのついている製品は༹ܗࡎのため、下هの఺に注ҙしてください。
１） Ҿ火性のӷ体のため、火気厳禁です。ಛに԰内仕様では、換気΍௨風が不े分になり、༹ ͝、ৠ気が଺ཹし΍すいためࡎ 注ҙください。
２） 有機༹ࡎ中ಟのڪれがあるため換気に注ҙし、防ಟマスクまたは送気マスクを使用するなどの҆શ対ࡦを行ってください。
̏） ԰֎ڥ؀においては、༹ 。成分がࣨ内にྲྀೖしないようにे分注ҙしてくださいࡎ
※ ԰内ۀ࡞等、使用ڥ؀によっては、ಛ定化ֶ物質ো害༧防ن則、有機༹ࡎ中ಟ༧防ن則等のن制を受ける場合があります。詳しくは別途、施工仕様ॻ等を͝確認ください。
˔施工後の注ҙ
ຊ製品にはش発性の化ֶ物質が含まれております。塗装直後のҾ౉し等において、化ֶ物質աහ঱΍アレϧΪー体質のํへの҆શ対ࡦにे分ཹҙしてください。

※他の上塗材をબ定することで、さらに଱ީ性能を޲上させることができます。

物 性 値
ਹ ີ 度 1.07（kJ/（kg・K）） ̶
ѹ 縮 強 度

̶
0.117（W/（m・K）） JIS A 1412-2（20℃）

ۂ ͛ 強 度
JIS R 5201

付 着 強 度

比 　 　 　 熱
熱 伝 導 率
ಁ 湿 ܎ 数JIS R 5201

JIS A 6909
568Og/（㎡・͂ ・1B）ʤ30.7mmʥ JIS A 1324

注）ඪ準試験条件における୅表物性値

項 　 目 備 　 　 考 物 性 値項 　 目 備 　 　 考

［材料ߏ੒］

認定試験「ࡌՙ加熱試験」後も߯材のたわみによるׂれ・ണがれがݟられず、下地と༏れた付着性・௥ै性を示します。
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［ՙ加熱試験ࡌ］

［付ண性試験］
下地条件をม͑た試験体を、水ਁ௮܁りฦし試験後に付着強度をଌ定しました。（１αイクϧ：水ਁ௮ 1 時間ʴ40℃੩置 23 時間）

成　ߏ αイクϧ数

మࠎ ʴ セラタイカ 2 号

0
0.075
0.000
0.069

మࠎ ʴ 一般さび止め1 種ʴセラタイカ 2 号

మࠎ　ʴ 一般さび止め1 種ʴ ̨̠ˌ70 プライマーʴセラタイカ ２ 号

※

※は材料（セラタイカ２号）内ഁ断

5
0.077
0.000
0.074

10
0.089
0.000
0.079

（N／m㎡）

※※※

※※

ʴ　ロックウーϧ　0.00098（N／m㎡）以上　ࠎమ　（考ࢀ）

［෩ѹ粉塵試験（低粉塵）］

ू塵ࢴ（ᖤࢴ）
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 ̨けいࢎカϧシウム板1号品 
˔セラタイカ２号

下図に示す装置をར用し、材料表面から発生する粉塵ೱ度をܦ時తにଌ定しました。
この݁果、セラタイカ２号は湿式ロックウーϧ΍けいࢎカϧシウム板と比較し、粉塵の発生がগないとい͑ます。

［防Ḋ性試験］

ൽ߯板に材料を塗付し、1ϲ݄養生後、表面よりカッターでࠇ
クロスカットをೖれ、Ԙ水෾ໄ試験を200時間࣮施しました。
この݁果、セラタイカ２号はḊの発生がগなく防Ḋ性が高い
とい͑ます。

●଱Ԙਫ෾ໄ性試験 ●԰内๫࿐試験

ɿଞ社の࣪ࣜ଱火ඃ෴材セラタイカ２号ߟࢀ

みがき߯板を材料でڬんだものを試験体とし、20℃65ˋの条件
下で2೥間԰内๫࿐を࣮施しました。
この݁果、セラタイカ２号はḊの発生がগなく防Ḋ性が高いと
い͑ます。

（2έ݄ޙ）

（2೥ޙ）

ɿଞ社の࣪ࣜ଱火ඃ෴材セラタイカ２号ߟࢀ

（2έ݄ޙ）

（2೥ޙ）

［ͨΘΈ௥ै試験］
350ʷ950ʷ2.3mmのੇ法のࠇൽ付き߯板の表面に、セラタイカ２号を
20mmの厚さで吹付け、1ϲ݄間養生した後、試験を࣮施しました（100U
用オートάラフを使用）。セラタイカ２号塗付面を下޲きにセットし、߯
板の中ԝ部にࡌՙし、たわみ量と付着状態を࡯؍しました。
この݁果、మࠎのมܗに対し、1／100のたわみ量まではे分に௥ैでき
ることがわかりました。
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18mm
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異状なし

クラック発生

ണ離։࢝
˚̡

̡ʹ600mm

シーリンά材

0.60 ʶ 0.06g/cὗ
0.78N/m㎡（8kgG/c㎡）
0.29N/m㎡（3kgG/c㎡）
0.069N/m㎡（0.7kgG/c㎡）



施工࣮੷

ᾈ ᵏ0

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号

̨̠タイカίートˎ

̨̠タイカίートˎ

セラタイカ2号

౦ژ౎ࢢେֶ 世ా୩Ωϟンパス �号ؗ（౦ژ౎）　 施工部位：屋内の梁（ホϫイト）

ˎʮSKタイカコートʯʹ͍ͭͯ͸ɺผ్ઐ用ύンフレοトを͝ࢀরく͍ͩ͞ɻ

԰಺࢓ （༷吹付け） ෱ౡ県ཱҩՊେֶอ݈Պֶ෦౩（෱ౡ県）　　　　　　　施工部位：屋内の梁（ホϫイト）԰಺࢓ （༷吹付け）
施主：ֶߍ法ਓޒ島ҭӳ会　設計౷ׅऀ：株式会社東ٸ設計コンサルタント　設計・監ཧऀ：ງ৔߂ʴγーラΧンス K�) 株式会社
設計ऀྗڠ：東ٸ建設株式会社 	 ଄・設උߏ 
、株式会社東ٸ設計コンサルタント 	 ߏ֎ 
　施工：東ٸ建設株式会社

施主：෱島ݝ　設計：株式会社ڭҭ施設ڀݚॴ　施工：ࡾҪॅ༑建設・҆藤組 +7



施工࣮੷

ᾈ ᵏ0

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号

̨̠タイカίートˎ

̨̠タイカίートˎ

セラタイカ2号

౦ژ౎ࢢେֶ 世ా୩Ωϟンパス �号ؗ（౦ژ౎）　 施工部位：屋内の梁（ホϫイト）

ˎʮSKタイカコートʯʹ͍ͭͯ͸ɺผ్ઐ用ύンフレοトを͝ࢀরく͍ͩ͞ɻ

԰಺࢓ （༷吹付け） ෱ౡ県ཱҩՊେֶอ݈Պֶ෦౩（෱ౡ県）　　　　　　　施工部位：屋内の梁（ホϫイト）԰಺࢓ （༷吹付け）
施主：ֶߍ法ਓޒ島ҭӳ会　設計౷ׅऀ：株式会社東ٸ設計コンサルタント　設計・監ཧऀ：ງ৔߂ʴγーラΧンス K�) 株式会社
設計ऀྗڠ：東ٸ建設株式会社 	 ଄・設උߏ 
、株式会社東ٸ設計コンサルタント 	 ߏ֎ 
　施工：東ٸ建設株式会社

施主：෱島ݝ　設計：株式会社ڭҭ施設ڀݚॴ　施工：ࡾҪॅ༑建設・҆藤組 +7



施工࣮੷

ᵏᵏ ᵏ2

̨̠タイカίートˎ

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号（஫ೖ）

セラタイカ2号

セラタイカ2号

ඌ道଄ધ  ࣾ԰（޿ౡ県）　　　　　　 施工部位：屋内の丸ப（νャコールάϨー・ホϫイト）

ˎʮSKタイカコートʯʹ͍ͭͯ͸ɺผ్ઐ用ύンフレοトを͝ࢀরく͍ͩ͞ɻ

԰಺࢓ （׭ࠨ༷）

࢓施工部位：屋内の梁（ホϫイト）԰಺　　　　　　　（౎ژ౦）ொ1R&9ܗ法ਓ޻施工部位：Τントランスの丸ப（ホϫイト）ೋॏ߯؅    　　　　（௕໺県）ߍொ౷߹தֶึٱࠤ （༷吹付け）

౦༸େֶ  ੺Ӌ୆Ωϟンパス ࣷߍ（౦ژ౎）　　　　　　　施工部位：屋内の梁（ホϫイト）԰಺࢓ （༷吹付け）

©Forward Stroke inc.©Forward Stroke inc.

施主：ॅ༑঎事株式会社　設計：株式会社۽୩組　施工：株式会社۽୩組 施主：ึٱࠤொ　設計：株式会社ΤーγーΤ設計　施工：新௡・ാീ・ງ内ಛఆ共同企業体

施主：ֶߍ法ਓ 東༸大ֶ　設計：ޗݚ۾建ங౎市設計事຿ॴ、ށ田建設株式会社、株式会社日本設計 +7　施工：ށ田建設株式会社 施主：ඌ道଄ધ株式会社　設計：大成建設株式会社　施工：大成建設株式会社
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©Forward Stroke inc.©Forward Stroke inc.

施主：ॅ༑঎事株式会社　設計：株式会社۽୩組　施工：株式会社۽୩組 施主：ึٱࠤொ　設計：株式会社ΤーγーΤ設計　施工：新௡・ാീ・ງ内ಛఆ共同企業体

施主：ֶߍ法ਓ 東༸大ֶ　設計：ޗݚ۾建ங౎市設計事຿ॴ、ށ田建設株式会社、株式会社日本設計 +7　施工：ށ田建設株式会社 施主：ඌ道଄ધ株式会社　設計：大成建設株式会社　施工：大成建設株式会社



施工࣮੷

ᵏ3 ᵏᵒ

クϨインϙートパーΩンά（௕࡚県）　　　　　　 施工部位：றं৔の梁（ホϫイト）ϩジクϩスय़೔෦（࡛ۄ県）　　　　　　　施工部位：ं࿏、トラοクόースの梁（ホϫイト）

ˎʮセラϛライトΤコ(ʯʹ͍ͭͯ͸ɺผ్ઐ用ύンフレοトを͝ࢀরく͍ͩ͞ɻ ˎʮセラϛライトΤコ(ʯʮSKタイカコート)Sʯʹ͍ͭͯ͸ɺผ్ઐ用ύンフレοトを͝ࢀরく͍ͩ͞ɻ

.$6%ೆਧా（େࡕ෎）　　　　　　 施工部位：ं࿏、ランϓ΢ェイ梁（ホϫイト）

԰಺࢓ （༷吹付け）

԰಺࢓ （༷吹付け）

԰಺࢓ （༷吹付け）

̡̛ಸྑ（ಸྑ県）　　　　　　　施工部位：ランϓ΢ェイ、ं࿏合ྲྀ部の梁（ホϫイト）԰಺࢓ （༷吹付け）
施主：ಸྑதԝフΝγϦテΟಛఆ໨త会社　設計：株式会社大ྛ組　施工：株式会社大ྛ組 施主：ࡾඛ঎事౎市開発株式会社・株式会社サンέイビル　設計：西দ建設株式会社　施工：西দ建設株式会社

施主：ࡾඛ地ॴ株式会社　設計：+F& γビル株式会社　施工：+F& γビル株式会社 設計：株式会社日ঊ建ங設計　施工：株式会社௕崎大建

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラϛライトエί(ˎ

4,タイカίート)4ˎ

セラϛライトエί(ˎ

4,タイカίート)4ˎ

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号

ձࣾ৳࿨ࣜג�

ձࣾ৳࿨ࣜג�

ձࣾ৳࿨ࣜג�

ձࣾ৳࿨ࣜג� ձࣾ৳࿨ࣜג�
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ジョイホンパーク吉岡（群馬県）　　　　　　　    施工部位：屋内スラブ吹付け硬質ウレタンフォームの不燃Խ吹付け硬質ウレタンフォームの不燃Խ

施工࣮੷

ᵏᵓ ᵏᵔ

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号

セラタイカ2号セラタイカ2号

さっぽろ創世スクエア（北海道）JRゲートタワー（愛知県）
施工部位：屋内スラブ、屋内梁（隠蔽部）には、遮音工法が採用されています。

施工部位：キャノピー部の梁（隠蔽部）԰಺࢓ （༷吹付け） 施工部位：ホテル棟の梁（隠蔽部）ःԻ޻法

吹付け硬質ウレタンフォームの不燃Խ

施主：札幌創世 1.1.1 区北 1 西 1 地区市街地再開発組合　設計：日建設計・北海道日建設計共同企業体　施工：大成建設・岩田地崎建設・伊藤組土建・岩倉建設・丸彦渡辺建設共同企業体

施主：株式会社ジョイフル本田　デザイン監修：SAMURAI　設計：関東建設工業株式会社　施工：関東建設工業株式会社

ɹ޻ࢪ෦Ґɿϗςϧ౩
ɹ޻ࢪ੡඼ɿセラタイカ２号

（ःԻ޻法）

'30/5

BA$,

ɹ޻ࢪ෦Ґɿߴ૚౩
ɹ޻ࢪ੡඼ɿセラタイカ２号

（吹付け硬質ウレタン
フォームの不燃Խ）

ɹ޻ࢪ෦ҐɿΩϟϊϐー
ɹ޻ࢪ੡඼ɿセラタイカ２号

（԰಺༷࢓）

施主：東海旅客鉄道株式会社、ジェイアールセントラルビル株式会社
実施設計：名古屋駅新ビル（仮称）実施設計共同企業体（大成建設株式会社、株式会社日建設計、ジェイアール東海コンサルタンツ株式会社）
デザイン・アーキテクト：Kohn Pedersen Fox Associates PC
施工：名古屋駅新ビル（仮称）新設他工事共同企業体（大成建設株式会社、鹿島建設株式会社）



ジョイホンパーク吉岡（群馬県）　　　　　　　    施工部位：屋内スラブ吹付け硬質ウレタンフォームの不燃Խ吹付け硬質ウレタンフォームの不燃Խ
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吹付け硬質ウレタンフォームの不燃Խ
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ケース別提案

17 18

屋 内 仕 様

セラタイカ２号の標準となる仕様です。施工方法は吹付け・左官の2種類あります。
オフホワイトの仕上がり色となるため、空間を明るく演出できます。近年増加しているスケ
ルトン天井の建物において、梁の施工実績が増えています。
また、上塗りの使用により、着色も可能です。

スケルトン天井の建物で
採用が増加

6 . 充 填 二 重 鋼 管 工 法

7. 吹付け硬質ウレタンフォームの不燃化5 . 屋 外 仕 様

左 官吹 付 け

意匠性を重視する場合は
左官工法がおすすめ

1 . 標 準 仕 様（ 吹 付 け・左 官 ）

複合施設等の再開発におすすめ！

左官工法によって、エレクションピース処
理跡やシーム溶接部を隠し、表面を平滑に
仕上げることが可能です。

意匠性にこだわり、
左官により平滑を実現

2.平滑仕上げ

P21

4 . 遮 音 工 法

他の耐火被覆材に比べ、遮音性が高いため、
梁と柱の耐火壁の取合い処理を簡素化
できます。また、吹付耐火被覆材の中で、
最も薄い被覆厚のため、天井高を確保し
スペースを有効活用できます。

遮音性が高く、納めも簡単

P23~

3.梁貫通部納まり

吹付耐火被覆材の中で、最も被覆厚が薄
いため、梁貫通部の有効径をより大きく、
天井高をより高く確保できます。また、梁貫
通部が複雑な仕様とならないため、追加費
用や工程増加が生じません。

コストを最小限に抑え、
スペースを最大限に利用

P22

P19~
高弾性アクリルゴム系塗材「レナエクセレント」を併用し、
梁・柱の天井部分に笠木を設置する工法により、外部で
の耐火被覆工法を実現しました。
また、的確なメンテナンスを行うことで長期に亘って耐火
構造を維持できます。

雨に強く、外部でも施工可能

P25~

充填二重鋼管工法とは、構造鋼管の周囲に必要被膜以上
の隙間の得られる仕上げ用鋼管を溶接等で固定し、その
隙間にセラタイカ２号を充填する工法です。鉄骨加工工場
や現場ヤードで簡単に施工でき、工期短縮につながります。
また、鋼管が表面仕上げになるため、意匠性に優れます。

意匠性と、現場の短工期が最大の魅力

P27~

吹付け硬質ウレタンフォーム等の発泡プラスチック系断熱
材は、火災事故が起きた場合、延焼拡大が早く爆燃現象
や有害ガス等を伴う危険性があります。当社ではこれら
の問題に対し、セラタイカ２号、セラタイカ２号Ｕをはじめ
とする不燃・防火コート材の使用を提案しています。

吹付け硬質ウレタンフォームの火災問題を
一気に解決

P29~

耐火被覆材耐火被覆材 不燃コート材
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P27~

吹付け硬質ウレタンフォーム等の発泡プラスチック系断熱
材は、火災事故が起きた場合、延焼拡大が早く爆燃現象
や有害ガス等を伴う危険性があります。当社ではこれら
の問題に対し、セラタイカ２号、セラタイカ２号Ｕをはじめ
とする不燃・防火コート材の使用を提案しています。

吹付け硬質ウレタンフォームの火災問題を
一気に解決

P29~

耐火被覆材耐火被覆材 不燃コート材



1. 標準仕様（吹付けɾ׭ࠨ）

ᵏ9 20

［施工खॱ］

˙଍৔のՍઃ
・଍場は、施工・؅理及びࠪݕする上で、ศརで҆શにؔ܎法نに準ڌしてઃ置してください。ఱҪ面のྊ等の施工ۀ࡞

の଍場চはఱҪ面より1.8̼下がった高さに、น面等ԣ޲きの吹付ۀ࡞の଍場は、施工する面より約0.9̼程離れた位置
にઃ置してください。

・吹付け用の水は、有害分となるԘ分・మ分・ེԫ分・有機物及び、スプレーϊズϧを٧まらせるようなᇄࡶ物を含まない
清ড়なものを、材料のࠞ࿅場所ۙくにઃ置してください。

・工事用のిݯは、吹付機ց１૊あたり20～50kW・̏૬（200̫）のిྗが使用できるよう、Ծઃ分ి൫を材料のࠞ࿅場所
のۙくにઃ置してください。

1 ݱ ৔ ࢪ ޻ લ
˙施工৚݅

・気温5℃以上、湿度85ˋ以下。
・気温が5℃以下の場合は、原則として施工をݟ合わせる（݁ڽ不ྑまたは凍݁により、ണ離の原Ҽになるため）。

஫）޻ࢪのৄࡉ͸ผ్޻ࢪཁྖॻを͝ࢀরく͍ͩ͞ɻ
ɹɹ認定条݅をे分֬͝認の্ɺ͝࢖用く͍ͩ͞ɻ

2 ݱ ৔ ࢪ ޻
˙下地

原則として、セラタイカ２号はమࠎ下地に直に吹付け、またはこて塗りが可能。
・మࠎ面のΰミ、ුきḊ、༉（࡟ݚ༉など）等は付着不ྑの原Ҽとなりますので事前に取り除いてください。
・下地が複ࡶな場合（ラνスப・ྊ及び立体トラス）΍、取合いにて伱間が25mm以上ある場合は、ྗࠎ・リブラス及び
　మ板等でॲ理してください。
・折板԰ࠜ΍σッΩプレート等と、మࠎとのۭ伱にখ間٧めが必要な場合は、面ށまたはロックウーϧマット等の

バッΩンά材でॲ理する。
・下地の付着物（ちり等の汚れ）はσッΩブラシ等を用いて除去し、エアーブローを行う。
・下地の݁࿐・水分等は、ウエス等で׬શに除去する（ີ着不ྑをҾきىこすことがあるため）。 施工イϝーδਤ（吹付け）

●セラタイカ２号（吹付け）:�0mm厚 （23℃）

下 地 調 整

主 材

下 塗 り

セラタイカ２号

̨̠#70プライマー

1 吹付け̶

0.08～0.10 1 ̶

̶

4以上

20kg

既調合

清　水
12
－

吹付け、ローラー

18～20kg

工 程 調　合
（重量比）

理論塗付量
（kg/㎡）材　料　名 間 隔 時 間（hr）

工 程 内 工 程 間
塗
回
数※1

3種έレン程度：IS0SU-2（SS1$-S1-2）　まで除Ḋしてください。
༉が付着している場合は、脱ࢷを行ってください。
下地の付着物（ちり等の汚れ）はσッΩブラシ等で除去しながら、エアブローしてください。

※2

●セラタイカ２号（׭ࠨ）:�0mm厚（ύςɾ上ృりはผ్工ࣄ） （23℃）

下 地 調 整

主 材

下 塗 り

セラタイカ２号

̨̠#70プライマー

2 こて16以上

0.08～0.10 1 ̶

̶

4以上

20kg

既調合

清　水
12
－

吹付け、ローラー

18～20kg

工 程 調　合
（重量比）

理論塗付量
（kg/㎡）材　料　名 間 隔 時 間（hr）

工 程 内 工 程 間
塗
回
数※1

3種έレン程度：IS0SU-2（SS1$-S1-2）　まで除Ḋしてください。
༉が付着している場合は、脱ࢷを行ってください。
下地の付着物（ちり等の汚れ）はσッΩブラシ等で除去しながら、エアブローしてください。

※2

※1：理論塗付量にはロスを含んでおりません。　
※2：3 種έレン程度（IS0SU-2、SS1$-S1-2）：ුさび、ුࠇൽ（ු塗ບ）は除去します。
※3：༹༥ѥԖメッΩとḊ止め塗料が施されている下地、ฒびに「FR フリーズブロック」を添加する場合は必要になります。
※4：冬季凍害防止の際に、セラタイカ 2 号 1 袋に対し「FR フリーズブロック」140cc の添加が必要となります。
注）この他の仕様の詳細については、別途お問い合わせください。

［標準施工仕様例］

ཆੜ
ࣸਅ

˙ࠞ࿅
・ࠞ࿅水は഑合比（粉体20kgあたり水18～20kg）を厳守する。
・所定の水を加͑てϞϧタϧミΩαーで、必ず3分以上5分以内ࠞ࿅する。
・セラタイカ２号は一袋͝とに使い੾る。
・ࠞ࿅後は1時間以内に使い੾る。

˙ཆੜ
・吹付けの際、吹付け材料の飛散によって汚છのڪれがある部分は、Ϗχーϧシート等で༧めඃ෴養生を行う。

૩ཆੜס˙
・養生期間中は、ඃ෴材施工部に対して機ցతৼ動΍িܸがないようにしてください（約１ि間以上　養生：23℃）。   

乾燥の஗い冬場、または厚く施工された場合は、さらにۀ࡞工程を考ྀしてください。

˙吹付け
・施工はѹ送ϙンプを使用して施工する。
・10～20mmの場合は、1ճでの施工が可能。
・30～40mmの場合は、下吹きとして7～10mm厚程度施工し、16時間以上養生した後に、ن定厚みまで施工する。

׭ࠨ˙
・こてし͝きۀ࡞は材料を塗付け後、直ちに行う（材料ࠞ࿅後1時間以内）。
・必ず下ࡲり（10mm以内）を行い、ཌ೔に૿し塗りを࣮施する。総厚み20mmの場合は2～3ճ塗り、
　30～40mmの場合は3～5ճ塗りで仕上͛る。
・ύς・上塗りは別途工事です。

※3

※4

※4

̶

̶

［準԰֎ڥ؀］
垂れน（ྊ）、֎面น（ப）がある納まりの準԰֎ڥ؀において、吹き߱り時でも଱火ඃ෴部にӍが軽くかかる程度であれ͹、対Ԡ可能です。
物ྲྀ施ઃ΍૔ݿで、スロープ΍ランプ・トラックバース・ं࿏部のྊ΍பによく使われる仕様です。

吹͖߱り࣌でも
Ӎが͔͔ܰ͘る
ఔ౓であれ͹0,

▲࣮੷ྫ

備　考

備　考

௚઀Ӎが౰ͨる
෦Ґは԰֎仕様ຢは
4,タイカコートで
ରԠՄೳ
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［工๏比較例］
比較条件：ྊ H800ʷ300ʷ14ʷ26 のۭ調μクトがྊ؏௨する 2 時間଱火ྊの଱火ඃ෴を必要とするϏϧの場合

セラタイカ２号は 20 ᶱ厚、吹付けロックウーϧは 45 ᶱ厚であるため、ۭ調μクトの有効ܘ（有効スϖース）は、セラタイカ２号で、
φ360 ᶱ、吹付けロックウーϧで、φ310 ᶱとなります。

ྊ؏௨部の଱火ඃ෴材において、吹付けロックウーϧのບ厚では、ઃ備഑؅の有効ܘを確อできないことがあります。その場合、ઐ用଱
火ඃ෴材もありますが、࠾用においては൥ࡶな認定条件の確認を要し、また２工種となりඅ用がアップします。乾式系଱火ඃ෴材の場合は、
施工が複ࡶで、加工අ΍ख間がֻかります。セラタイカ 2 号は、一材料で効率よく有効ܘを確อすることができます。

吹付けϩοΫウーϧ（ؒ࣌�଱火�U��）Λඃ෴する৔合セラタイカ２号（ؒ࣌�଱火�U�0）の৔合
（単位：mm）

���

ఱҪ

���

75

45

45

800

吹付けϩοΫウーϧ

。に仕上͛ることが可能です׈工法では、エレクシϣンϐースॲ理੻΍シーム༹接部をӅして、表面を平׭ࠨ

［施工खॱ］

������

ఱҪ

20

20

800

50

セラタイカ２号

�

�

όοΫΞοプࡐを取Γ付けΔ

໨஍෦ʹセラタイカ２号を
ృΓ付けΔ �

�

ΨラεΫϩεの্͔Βɺʹ্͛࢓
セラタイカ２号をృΓ付けɺ׬੒ʂ

όοΫΞοプࡐを取Γ֎͢

�

2

໨஍෦ʹΨラεΫϩεを
取Γ付けΔ

όοΫΞοプࡐͱಉ͡厚Έ·Ͱɺ
セラタイカを２号をృΓ付けΔ

଱火ృ料の৔合セラタイカ２号の৔合

ฏ׈に͠て
意ঊ性ΛߴΊͨいʜ

ฏ্͛࢓׈Λ࣮ݱ εϦムに仕上がるものの、
మࣗࠎ体のフォϧムがͦのまま

ྊとఱҪの伱ؒがタイトͳ৔合も、
施工がՄೳ

ʬࢀ考ʭ

注）上هは、ྊ߯材αイズ H400ʷ200ʷ̔ʷ13 以上の場合です。

଱火時間

１ 時 間 ଱ 火
２ 時 間 ଱ 火
̏ 時 間 ଱ 火

25mm
45mm
60mm

10mm
20mm
30mm

30mm
50mm
60mm

吹付けϩοΫウーϧセラタイカ２号 有効ܘのࠩ

༗ޮܘͷࠩ
��NN

注）ύς・上塗りは別途工事
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［施工खॱ］

������

ఱҪ

20

20

800

50

セラタイカ２号

�

�

όοΫΞοプࡐを取Γ付けΔ

໨஍෦ʹセラタイカ２号を
ృΓ付けΔ �

�

ΨラεΫϩεの্͔Βɺʹ্͛࢓
セラタイカ２号をృΓ付けɺ׬੒ʂ

όοΫΞοプࡐを取Γ֎͢

�

2

໨஍෦ʹΨラεΫϩεを
取Γ付けΔ

όοΫΞοプࡐͱಉ͡厚Έ·Ͱɺ
セラタイカを２号をృΓ付けΔ

଱火ృ料の৔合セラタイカ２号の৔合

ฏ׈に͠て
意ঊ性ΛߴΊͨいʜ

ฏ্͛࢓׈Λ࣮ݱ εϦムに仕上がるものの、
మࣗࠎ体のフォϧムがͦのまま

ྊとఱҪの伱ؒがタイトͳ৔合も、
施工がՄೳ

ʬࢀ考ʭ

注）上هは、ྊ߯材αイズ H400ʷ200ʷ̔ʷ13 以上の場合です。

଱火時間

１ 時 間 ଱ 火
２ 時 間 ଱ 火
̏ 時 間 ଱ 火

25mm
45mm
60mm

10mm
20mm
30mm

30mm
50mm
60mm

吹付けϩοΫウーϧセラタイカ２号 有効ܘのࠩ

༗ޮܘͷࠩ
��NN

注）ύς・上塗りは別途工事
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［ःԻ性ೳ試験݁Ռ］

ۙ೥、ホςϧ΍ॅډをڞ有する複合Ϗϧの建ઃが૿加しています。しかし、そのほとんどがమࠎ଄で、ホςϧ΍ॅډ部でのःԻの納まり
が問୊ࢹされています。吹付けロックウーϧ等の比重のখさい଱火ඃ෴材を施したྊとःԻนの取合い部では、「Իのճりࠐみ」が発
生するため、௨常はྊの下୺に௨しで߯板を༹接するか、Ϟϧタϧ٧めを行う等、ःԻ性能を高めるॲ理が必要でした。セラタイカ２号
は吹付けロックウーϧと比較して比重がେきいため、前ड़のःԻ性を高めるॲ理が不要であり、ಉ材のみで高いःԻ性を確อします。

ःԻ性の低い଱火ඃ෴材（吹付けϩοΫウーϧ）Λ༻いてःԻ性ΛߴΊる৔合セラタイカ２号（3ؒ࣌଱火�U30）の৔合

［工๏比較］

ઌߦϐʔεΛϐον෇͚͠ ɺޙͨ
ラϯφʔΛऔΓ෇͚Δ௨ৗͷ޻ࢪͰ̤ ʂ̠

ःԻนͱの取߹͍෦分ʹϞϧタϧをॆర͢Δ
ඞཁ͕͋Δɻ

ःԻนͱの取߹͍෦分ʹ߯൘を༹઀͢Δඞཁ
͕͋Δɻ

（単位：mm）

ランφー
90ʷ�0ʷ0��

ઌߦϐーε（ߟࢀ）
30ʷ30ʷ��5ˏ900

ःԻน

セラタイカ２号

�

�

定のϐον（ˏ900ఔ౓）ʹ߹Θͤͯࢦ৔ݱ
ઌߦϐーεを取付ޙɺランφーを取Γ付けΔ

ランφー྆ଆ໘͸Ϙーυの取߹͕ൃੜ͢Δ
ͨΊɺセラタイカ 2号をコςͰ͢ۉ �

�

ःԻนを取Γ付けͯ׬੒ʂ

セラタイカ２号を吹͖付けΔ

�

2

ܰྔమࠎを૊Έ付けΔ

ランφー෦分をཆੜ͢Δ

［施工खॱ］

ఔʹແବ͕ͳ޻ ɺ͘ࡁܦతɻ
ඃ෴ް΋ബ ɺ͘ఱҪߴΛ֬อͰ Δ͖ɻ

΍トータϧコεトが͔さΜで͠ま͏ظ৔ॲཧが૿͑、工ݱ ...
େྊ、খྊにःԻนがまͨがる৔合、ೲまりが複ࡶにͳͬて͠ ま͏ ...

セラタイカ�号Λྊ΁施工ͨ͠৔合、ྊとःԻนのऔ合い෦にःԻॲཧΛ施さͳ て͘も、ःԻนのःԻ性ೳΛ低下さͤͳいことが֬認で͖ま͠ ͨɻ

コンΫϦート

セラタイカ2号（�0mm厚）�PS
൒ࣜסϩοΫウーϧ（�5mm厚）
໦レンΨ（̝�0ɺ50ۊɺ
Ԟ900（�0͖ߦϐον

υϦーϛΟー�0

試験仕様：ःԻน（υリーミΟー60ʀ٢໺ੴ᷂ߣ社製）
　　　　 ଱火ඃ෴材（セラタイカ2号・൒乾式ロックウーϧ）
試験機 ：ؔେ成建ઃ᷂　ٕज़センター
試験ํ法：JIS A 1416「࣮験ࣨにおける建築部材のۭ気Իः断性能のଌ定ํ法」

ଌ 定 ث
試 験 ํ 法
଱ 火 ඃ ෴ 材

NA-20
JIS A 1417「建築物のۭ気ःԻ性能のଌ定ํ法」
セラタイカ2号

࿓Լ

֎෦

"ࣨ
޻ࢪະ্࢓

#ࣨ
ࡁ্࢓

オクターブバンυ中৺प೾数（H[）

オクターブバンυ中৺प೾数（H[）

ۭ
気

Ի
ः

断
性

能（
E

B）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

%Sʵ�5

%Sʵ55

125 250 500 1000 2000 4000

ʦ 断 面 ʧ

ʦ 平 面 ʧ

：
：
：

Ի
ڹ
ಁ
ա
ଛ
ࣦ
ଌ
ఆ
݁
Ռ

٬
ࣨ
ؒ
࢓
੾
ः
Ի
ੑ
ೳ
ଌ
ఆ
݁
Ռ

Ի
ڹ

ಁ
ա

ଛ
（ࣦ

E
B）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

5-%ʵ�5

5-%ʵ55

125 250 500 1000 2000 4000

ʲ試験ࣨʳ

ʲ࣮現場ʳ

ਤ1

ਤ�

セラタイカ�号
൒ࣜסϩοΫウーϧ

［ःԻ性ೳ基準］

ಛ別に高い性能が要求された場合の性能水準
建築ֶձがਪ঑する޷ましい性能水準
一般తな性能水準
΍Ήを得ない場合にڐ༰される性能水準

適 用 等 ڃ
ಛ ڃ
１ ڃ
２ ڃ
̏ ڃ

ःԻ性能上とくにす͙れている
ःԻ性能上す͙れている
ःԻ性能上ඪ準తである
ःԻ性能上΍΍ྼる

ःԻ性能の水準 性能水準のઆ໌

表２ɽ適用等ڃのҙຯ

※೔ຊ建築ֶձ「建築物のःԻ性能基準とઃࢦܭ਑」よりൈਮ。

間քนށྡ
٬ࣨ間քน
٬間仕੾น／ςナント間քน
ࣨ内仕੾น
ࣨ内仕੾น

ू合ॅ୐
ホςϧ
事຿所 

ߍֶ
පӃ

ಛڃ
̙-55
̙-55
̙-50
̙-45
̙-50

表１ɽۭ 間Իѹレϕϧࠩにؔする適用等ڃ

建 築 物  ࣨ 用 途  部 位
適 用 等 ڃ

ڃ1
̙-50
̙-50
̙-45
̙-40
̙-45

ڃ2
̙-45
̙-45
̙-40
̙-35
̙-40

ڃ3
̙-40
̙-40
̙-35
̙-30
̙-35

ࣨډ
٬ࣨ
຿上プライバシーを要求されるࣨۀ
ී௨ࣨڭ 
පࣨ	ݸਓ
 

１）%値
　　・࣮ 際の建築物の２ۭ間のःԻ性能を表します。
　　・ःԻน以֎の૭、υア、取合いからの「Իのճりࠐみ」を含みます。
　　・೔ຊ建築ֶձのःԻ性能基準ۂઢの500H[におけるԻಁڹաଛ （ࣦEB）の値です。
２）5-%値
　　・Իڹ試験ࣨでଌ定されたःԻน単体のःԻ性能（Իಁڹաଛࣦ）を表します。
　　・ःԻน以֎の「Իのճりࠐみ」は含みません。
　　・%値ಉ様、೔ຊ建築ֶձのःԻ性能基準ۂઢにあてはめて求めます。

Ϟϧタϧॆర ランφー
90ʷ�0ʷ0��

ःԻน

吹付けϩοΫウーϧ

߯൘U��5Ҏ্༹઀ ランφー
90ʷ�0ʷ0��

ःԻน

吹付けϩοΫウーϧ
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［ःԻ性ೳ試験݁Ռ］

ۙ೥、ホςϧ΍ॅډをڞ有する複合Ϗϧの建ઃが૿加しています。しかし、そのほとんどがమࠎ଄で、ホςϧ΍ॅډ部でのःԻの納まり
が問୊ࢹされています。吹付けロックウーϧ等の比重のখさい଱火ඃ෴材を施したྊとःԻนの取合い部では、「Իのճりࠐみ」が発
生するため、௨常はྊの下୺に௨しで߯板を༹接するか、Ϟϧタϧ٧めを行う等、ःԻ性能を高めるॲ理が必要でした。セラタイカ２号
は吹付けロックウーϧと比較して比重がେきいため、前ड़のःԻ性を高めるॲ理が不要であり、ಉ材のみで高いःԻ性を確อします。

ःԻ性の低い଱火ඃ෴材（吹付けϩοΫウーϧ）Λ༻いてःԻ性ΛߴΊる৔合セラタイカ２号（3ؒ࣌଱火�U30）の৔合

［工๏比較］

ઌߦϐʔεΛϐον෇͚͠ ɺޙͨ
ラϯφʔΛऔΓ෇͚Δ௨ৗͷ޻ࢪͰ̤ ʂ̠

ःԻนͱの取߹͍෦分ʹϞϧタϧをॆర͢Δ
ඞཁ͕͋Δɻ

ःԻนͱの取߹͍෦分ʹ߯൘を༹઀͢Δඞཁ
͕͋Δɻ

（単位：mm）

ランφー
90ʷ�0ʷ0��

ઌߦϐーε（ߟࢀ）
30ʷ30ʷ��5ˏ900

ःԻน

セラタイカ２号

�

�

定のϐον（ˏ900ఔ౓）ʹ߹Θͤͯࢦ৔ݱ
ઌߦϐーεを取付ޙɺランφーを取Γ付けΔ

ランφー྆ଆ໘͸Ϙーυの取߹͕ൃੜ͢Δ
ͨΊɺセラタイカ 2号をコςͰ͢ۉ �

�

ःԻนを取Γ付けͯ׬੒ʂ

セラタイカ２号を吹͖付けΔ

�

2

ܰྔమࠎを૊Έ付けΔ

ランφー෦分をཆੜ͢Δ

［施工खॱ］

ఔʹແବ͕ͳ޻ ɺ͘ࡁܦతɻ
ඃ෴ް΋ബ ɺ͘ఱҪߴΛ֬อͰ Δ͖ɻ

΍トータϧコεトが͔さΜで͠ま͏ظ৔ॲཧが૿͑、工ݱ ...
େྊ、খྊにःԻนがまͨがる৔合、ೲまりが複ࡶにͳͬて͠ ま͏ ...

セラタイカ�号Λྊ΁施工ͨ͠৔合、ྊとःԻนのऔ合い෦にःԻॲཧΛ施さͳ て͘も、ःԻนのःԻ性ೳΛ低下さͤͳいことが֬認で͖ま͠ ͨɻ

コンΫϦート

セラタイカ2号（�0mm厚）�PS
൒ࣜסϩοΫウーϧ（�5mm厚）
໦レンΨ（̝�0ɺ50ۊɺ
Ԟ900（�0͖ߦϐον

υϦーϛΟー�0

試験仕様：ःԻน（υリーミΟー60ʀ٢໺ੴ᷂ߣ社製）
　　　　 ଱火ඃ෴材（セラタイカ2号・൒乾式ロックウーϧ）
試験機 ：ؔେ成建ઃ᷂　ٕज़センター
試験ํ法：JIS A 1416「࣮験ࣨにおける建築部材のۭ気Իः断性能のଌ定ํ法」

ଌ 定 ث
試 験 ํ 法
଱ 火 ඃ ෴ 材

NA-20
JIS A 1417「建築物のۭ気ःԻ性能のଌ定ํ法」
セラタイカ2号

࿓Լ

֎෦

"ࣨ
޻ࢪະ্࢓

#ࣨ
ࡁ্࢓

オクターブバンυ中৺प೾数（H[）

オクターブバンυ中৺प೾数（H[）

ۭ
気

Ի
ः

断
性

能（
E

B）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

%Sʵ�5

%Sʵ55

125 250 500 1000 2000 4000

ʦ 断 面 ʧ

ʦ 平 面 ʧ

：
：
：

Ի
ڹ
ಁ
ա
ଛ
ࣦ
ଌ
ఆ
݁
Ռ

٬
ࣨ
ؒ
࢓
੾
ः
Ի
ੑ
ೳ
ଌ
ఆ
݁
Ռ

Ի
ڹ

ಁ
ա

ଛ
（ࣦ

E
B）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

5-%ʵ�5

5-%ʵ55

125 250 500 1000 2000 4000

ʲ試験ࣨʳ

ʲ࣮現場ʳ

ਤ1

ਤ�

セラタイカ�号
൒ࣜסϩοΫウーϧ

［ःԻ性ೳ基準］

ಛ別に高い性能が要求された場合の性能水準
建築ֶձがਪ঑する޷ましい性能水準
一般తな性能水準
΍Ήを得ない場合にڐ༰される性能水準

適 用 等 ڃ
ಛ ڃ
１ ڃ
２ ڃ
̏ ڃ

ःԻ性能上とくにす͙れている
ःԻ性能上す͙れている
ःԻ性能上ඪ準తである
ःԻ性能上΍΍ྼる

ःԻ性能の水準 性能水準のઆ໌

表２ɽ適用等ڃのҙຯ

※೔ຊ建築ֶձ「建築物のःԻ性能基準とઃࢦܭ਑」よりൈਮ。

間քนށྡ
٬ࣨ間քน
٬間仕੾น／ςナント間քน
ࣨ内仕੾น
ࣨ内仕੾น

ू合ॅ୐
ホςϧ
事຿所 

ߍֶ
පӃ

ಛڃ
̙-55
̙-55
̙-50
̙-45
̙-50

表１ɽۭ 間Իѹレϕϧࠩにؔする適用等ڃ

建 築 物  ࣨ 用 途  部 位
適 用 等 ڃ

ڃ1
̙-50
̙-50
̙-45
̙-40
̙-45

ڃ2
̙-45
̙-45
̙-40
̙-35
̙-40

ڃ3
̙-40
̙-40
̙-35
̙-30
̙-35

ࣨډ
٬ࣨ
຿上プライバシーを要求されるࣨۀ
ී௨ࣨڭ 
පࣨ	ݸਓ
 

１）%値
　　・࣮ 際の建築物の２ۭ間のःԻ性能を表します。
　　・ःԻน以֎の૭、υア、取合いからの「Իのճりࠐみ」を含みます。
　　・೔ຊ建築ֶձのःԻ性能基準ۂઢの500H[におけるԻಁڹաଛ （ࣦEB）の値です。
２）5-%値
　　・Իڹ試験ࣨでଌ定されたःԻน単体のःԻ性能（Իಁڹաଛࣦ）を表します。
　　・ःԻน以֎の「Իのճりࠐみ」は含みません。
　　・%値ಉ様、೔ຊ建築ֶձのःԻ性能基準ۂઢにあてはめて求めます。

Ϟϧタϧॆర ランφー
90ʷ�0ʷ0��

ःԻน

吹付けϩοΫウーϧ

߯൘U��5Ҏ্༹઀ ランφー
90ʷ�0ʷ0��

ःԻน

吹付けϩοΫウーϧ



�. ԰֎仕様

্ృΓ（଱ީ ɾੑҙঊੑ）
๷ਫओࡐ
ԼృΓ（ີணੑ）

଱Րඃ෴（セラタイカ２号）
Ϧϒラε
͞ͼࢭΊϖイント
ࡐ߯

2ᵓ 2ᵔ

［標準施工仕様例］

高஄性アクリϧΰム系塗材「レナエクセレント」とのซ用及び、ྊ・பのఱ୺部分にּ໦をઃ置する工法により、֎部での଱火ඃ෴工法を࣮
現しました。ै དྷの଱火ඃ෴材でଟくར用されていた「吹付けロックウーϧ施工後にۚଐύωϧをғいࠐΉ工法」と比較して、௿コストを
ఏڙします。また、త確なメンςナンスを行うことにより、௕期に࿱り଱火ߏ଄をҡ࣋できます。

［施工खॱ］

●セラタイカ２号（԰֎仕様）:�0mm厚、30mm厚 （23℃）

工 程 調　合
（重量比）

所要量
（kg/㎡）材　料　名 備　考間 隔 時 間（hr）

工 程 内 工 程 間
塗
回
数

接༹ࠎྗ

下地調整

ิ म 塗り

防水主材

下 塗 り

ּ ໦

シ ー ϧ

※4
上 塗 り

※3
଱ 火 ඃ ෴

˔さび止めϖイント下地の付着物（ちり等の汚れ）はσッΩブラシ等で除去しながら、エアーブローしてください。

˔߯材にྗࠎまたはアンάϧスタッυを༹接及び取付けしてください。（ˏ450mm 以内）

。接部分にḊ止めを塗෍してください༹、ࠎྗ˔

˔リブラスをྗࠎまたはスタッυに取り付けてください。

˔はり、பのఱ୺にּ໦をઃ置してください。

˔চ、น、ແ଱火部分の取り合いは、シーϧॲ理を行ってください。

既調合

20kg
18 ～ 20kg

20kg
18 ～ 20kg

100
2 ～ 3
100
18.5

0 ～ 20

12
ー
18
ー

0.25 ～ 0.35

0.10 ～ 0.30

1.6 ～ 2.4
ー

ー

2

3

1 ～ 2

2 ～ 3

2

16 以上

16 以上

2 以上

16 以上

3 以上
7 ೔以内

7 ೔以上

14 ೔以上

2 以上

18 以上

ー

׭ࠨ

׭ࠨ

吹付け
ローラー

M9 ローラー

吹付け
ローラー

セラタイカ２号
清水
セラタイカ２号
清水

水性ミラクシーラーエコ

レナエクセレントローラー用主材
清水
クリーンマイϧυウレタン  主ࡎ
クリーンマイϧυウレタン  ஄性硬化ࡎ
塗料用シンナー̖

20mm 厚
の場合

30mm 厚
の場合

˔乾燥養生を原則とし、15ˋ以下まで含水率を௿下させ、࣍工程へҠってください。（ଌ定値：30ˋ以下）※1

※2

※2

リブラス

［औѻઆ໌ॻ（԰֎ڥ؀）］
１ɽ࢖༻上の注意఺
ຊ製品は、表面の塗装仕様として、主材に高஄性アクリϧΰム系防水材を施し、上塗り材を使用しているため、௕期に࿱って防水性をҡ࣋できます。ୠし、セラタイカ２号
԰֎仕様の施工場所は、֎部が主であるため、条件తに厳しいڥ؀と考 ら͑れます。そのため、଱ٱ性は表面塗装材にҕͶており、建築物の使用期間中に଱火性を確อ
するためのิमຢは塗り૿ しが必要となります。

２ɽҡ؅࣋ཧ
ຊ製品は、建築物がڙ用される期間において、଱火性能をҡ࣋する必要があります。そのため、おҾ౉し後は、建物所有者様が೔常఺ݕを行って௖き、ই΍上塗り
材の塗ບྼ化のૣ期発ݟとڞに、適੾なิमまたは塗૿し等を࣮施してください。

̏ɽظ଴଱༻೥਺
上塗り材の種ྨにより、メンςナンスαイクϧが異なります。ຊαイクϧでの塗૿しをਪ঑します。

ʤຊ製品を施工した塗ບ面には、ই等を付けないでください（塗ບ面へのۚ物のઃ置等）。Ӎ水がਁೖすることで、塗ບがണ離する可能性があります。ʥ

［ּ໦ɾແ଱火మࠎとのऔ合σΟςーϧ例］

ແ଱火మࠎとのऔ合い（༹༥ѥԖϝοΩの৔合）ּ໦とのऔ合い

ּ໦との取合い部分は、シーリンάॲ理を行ってください。

※1：ଌ定値は、᷂αンコウిڀݚࢠ所社製 A2-30　M$ Ϟーυの場合です。
※2：理論塗付量です。
※3：冬季凍害防止の際に、セラタイカ 2 号 1 袋に対し「FR フリーズブロック」140cc の添加が必要となります。
※4：ೱ色΍原色にۙい色࠼は、塗ບを強くࡲると色落ちすることがあります。

� �
༹઀޻法ຢ͸ແ༹઀޻法ʹΑΓ
をઃஔしɺϦϒラεを取Γࠎྗ
付けΔɻ

セラタイカ２号͸ؚਫ཰を 15ˋ
（ଌ定஋ɿ30ˋ）ҎԼ·Ͱɺס૩
ͤ͞Δɻ

� ͸Γɺபのఱ୺ʹ͸ඞͣɺּ໦を
ઃஔしͯく͍ͩ͞ɻ � চɺนɺແ଱Ր෦分ͱの取߹͍͸

γーϧॲཧをͯͬߦく͍ͩ͞ɻ� ԼృΓɺ๷ਫओࡐɺ্ృΓをృ෍
͢Δɻ

2
セラタイカ２号をԼృΓしɺコー
φーϏートを取付けͨޙɺセラタ
イカ２号をن定厚Έ·Ͱృ෍͢Δɻ

্ృࡐ
ϙリウレタンथࢷ系

ృ૿しظ࣌ උɹߟ
10～12೥程度

地Ҭ、立地条件、施工部位、ํ ֯等により異なります
ので、ࢀ考値としてお考 く͑ださい。シリコンथࢷ系 12～15೥程度

;っૉथࢷ系 15～20೥程度

γーϦンά

ப ྊ
（ແ଱Ր෦分）

ּ໦

ແ଱火మࠎとの取合い部分は、シーリンάॲ理を行ってください。

Ϧϒラε
セラタイカ 2号

๷ਫओࡐ
্ృΓ

γーϦンά
͞ͼࢭΊϖイント
ࠎྗ
Ϧϒラε

ԼృΓɺ๷ਫओࡐɺ্ ృΓ
セラタイカ 2号

ԼృΓ



�. ԰֎仕様

্ృΓ（଱ީ ɾੑҙঊੑ）
๷ਫओࡐ
ԼృΓ（ີணੑ）

଱Րඃ෴（セラタイカ２号）
Ϧϒラε
͞ͼࢭΊϖイント
ࡐ߯

2ᵓ 2ᵔ
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0.10 ～ 0.30

1.6 ～ 2.4
ー

ー

2

3

1 ～ 2
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6. 充填二重鋼管工法

27 28

外部鉄骨において、構造用鋼管と外枠鋼管の隙間にセラタイカ２号を注入する、「充填二重鋼管工法」を開発しました。
この工法により、メンテナンスフリーやスリムな仕上げが可能になりました。

［施工手順］

［二重鋼管工法鉄骨図（例）］

［二重鋼管工法における鋼材の組み合わせ表（JIS 規格品）］

高 い 意 匠 性

メンテナンスフリー

工期短縮
鉄骨加工工場や現場ヤードでも予め施工できるため、従来の左官
系耐火被覆材と比較して、現場での大幅な工期短縮と合理化につ
ながります。

鋼管が表面仕上げになるため、従来の耐火被覆材で問題とされた
表面強度、耐候性、雨掛かり等を一挙に解決することができます。

従来の耐火被覆工法と比べ、鋼材寸法をスリムに仕上げることが
できます。また、鋼管の表面が仕上がり面となり、意匠性を高く保て
ます。

1

4

二重鋼管上下部の塞ぎ処理を行う
（鉄板プレートにて処理）

圧送ポンプのホース先端を注入バンドへ
接続し、セラタイカ 2 号を注入する 6

3

材料の注入孔から吐出後、木栓を設置。
3 日放置後、注入孔をプレート溶接等で完全に塞ぐ

材料を混練し、ホッパーに投入する

5

2

充填状況の打診検査を行う

注入孔に注入バンドを設置する

Point

1
2
3

規格

鋼材寸法 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4 318.5 355.6 406.4 457.2 500 508 558.8 600 609.6 700 711.2 812.8 914.4 1016

厚み 3.2 3.6 4.5 4.5 4.5 6.0 6.0 6.4 7.9 9.0 9.0 7.9 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 12.0 12.0

外径 内径 107.9 132.6 156.2 181.7 207.3 255.4 306.5 342.8 390.6 439.2 482.0 492.2 540.8 582.0 591.6 682.0 693.2 794.8 890.4 992.0

76.3 15.8 28.2 39.95
89.1 9.4 21.8 33.6 46.3

101.6 15.5 27.3 40.1 52.9

114.3 9.2 21.0 33.7 46.5 70.6

139.8 8.2 21.0 33.8 57.8

165.2 8.3 21.1 45.1 70.7

190.7 8.3 32.4 57.9 76.1

216.3 19.6 45.1 63.3

267.4 19.6 37.7 61.6

318.5 12.2 36.1 60.4

355.6 17.5 41.8 63.2 68.3

406.4 16.4 37.8 42.9 67.2

457.2 12.4 17.5 41.8 62.4

500.0 20.4 41.0 45.8

508.0 16.4 37.0 41.8

558.8 11.6 16.4 61.6

600.0 41.0 46.6

609.6 36.2 41.8

700.0 47.4

711.2 41.8 89.6

812.8 38.8 89.6

914.4 38.8

一 般 構 造 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ J I S G 3 4 4 4 ）

１時間耐火　10ｍｍ、20ｍｍ以上
２時間耐火　30ｍｍ以上
３時間耐火　40ｍｍ以上

構
造
用
鋼
管
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｇ 

３
４
４
４
）

（単位：mm）

北九州市小倉南図書館
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7. 吹付け硬質ウレタンフォームの不燃化

29 30

［認定詳細］

不燃性

仕上がり性

低粉塵性
表面強度が高いため、軽微な接触による脱落の危険性がなく、また表面から
の粉塵の飛散はほとんどありません。

爆燃の危険性がある吹付け硬質ウレタンフォーム（JIS A 9526 A種1、B種、
A種（1H,2H））の上に、セラタイカ2号・セラタイカ2号Ｕをわずか10mm程
度の薄さで施工することにより、複合体不燃認定を取得しました。不燃要求部
位へ最適な材料です。

内装制限のかかる場所において吹付け硬質ウレタンフォームをあらわしで使用するには、表面に不燃コート材が必要となります。不燃コー
ト材の中には、「基材（下地）は不燃であること」と規定されている商品もありますが、この場合、吹付け硬質ウレタンフォーム上では
不燃認定商品として成立しません。セラタイカ２号、セラタイカ 2 号Ｕは、吹付け硬質ウレタンフォーム上での複合体不燃認定を取得し
ております。

オフホワイトの仕上がり色となるため、あらわしで使用できます。
また、吹付けだけでなく、こて塗り付けも可能です。

※1：吹付け硬質ウレタンフォーム等の断熱材の熱伝導率です。
※2：熱伝導率は、不燃コート材各製品単体の数値です。

●建築基準法第2条第9号の国土交通大臣の不燃認定を取得

吹付け硬質ウレタンフォーム
A種１、B種

SK♯70プライマー

セラタイカ２号
（10mm厚）

躯体

仕 様

納 ま り 図

セラタイカ２号 セラタイカ２号Ｕ当社製品名

ＮM-4706NM-3894 NM-3904

10以上 10以上 11以上厚　み（mm）

A種１ A種（1H,2H）B種

吹 付 け 硬 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム

0.117熱伝導率
（W/（m･K））

※2

材 料 名

0.034 0.026

吹付け硬質ウレタンフォーム
A種（１H,２H）

SK♯70プライマー

セラタイカ２号Ｕ
（11mm厚）

躯体

仕
様
１
層
目

仕
様
２
層
目

※1

一 般 名 称 セラミック系不燃コート材 セラミック系不燃コート材

下地条件厚み 13～550mm 13～550mm

仕上材
不燃認定番号

熱伝導率
（W/（m･K））

▲吹付け硬質ウレタンフォーム

▲セラタイカ２号（不燃コート）

After

Before

［標準施工仕様例］
（23℃）

（23℃）

下地調整

主 材

下 塗 り
セラタイカ２号
SK#70プライマー

1 吹付け、こて

̶

̶

0.08～0.10 1 ̶

̶

4以上

20kg

既調合

清　水
6.0
－

吹付け、ローラー、刷毛

18～20kg

※2

※3

※3

工 程 調　合
（重量比）

理論塗付量
（kg/㎡）材　料　名 備　考間 隔 時 間（hr）

工 程 内 工 程 間
塗
回
数※1

下地の付着物（ちり等の汚れ）はブラシ等で除去しながら、エアーブローします。
吹付け硬質ウレタンフォームメーカーの工程間隔時間を厳守する。

下地調整

主 材

下 塗 り
セラタイカ２号Ｕ
SK#70プライマー

1 吹付け、こて

̶

̶

0.08～0.10 1 ̶

̶

4以上

20kg

既調合

清　水
6.6
－

吹付け、ローラー、刷毛

18～20kg

※2

工 程 調　合
（重量比）

理論塗付量
（kg/㎡）材　料　名 備　考間 隔 時 間（hr）

工 程 内 工 程 間
塗
回
数※1

下地の付着物（ちり等の汚れ）はブラシ等で除去しながら、エアーブローします。
吹付け硬質ウレタンフォームメーカーの工程間隔時間を厳守する。

●セラタイカ２号（不燃コート）:10mm厚

●セラタイカ２号Ｕ（不燃コート）:11mm厚

・湿式材料になりますので、施工中、施工後とも乾燥促進のため、送風機などを用いて換気を行ってください。
・吹付け硬質ウレタンフォームの養生期間は、使用メーカーへお問い合わせください。
・認定の詳細及び施工仕様の詳細につきましては、弊社担当者へお問い合わせください。

●施工上の注意

●防火材料の評価基準

※1 判定項目：試験体の状態等の基準がある。

現行建築基準法では、発熱性試験及びガス有害性試験に合格することで、「防火材料」の認定を取得することができます。
現状、発熱性試験に合格し、「難燃材料適合」等を表示している断熱材（吹付け硬質ウレタンフォームなど）がありますが、建築基準法における
付加試験（ガス有害性）を受けていないものについては、「防火材料」ではありません。

区　分 不　燃 準不燃 難　燃

発 熱 性 試 験

ガ ス 有 害 性 試 験

加 熱 時 間（ 分 ） 20
8以下

200以下
6

マウスの平均行動停止時間
が6.8分以上

マウスの平均行動停止時間
が6.8分以上

マウスの平均行動停止時間
が6.8分以上

10
8以下

200以下
6

5
8以下

200以下
6

総発熱量（MJ/㎡）
最高発熱速度（kW/㎡）

加 熱 時 間（ 分 ）

判定基準

判 定 基 準

※1

［防火認定について］

※1：理論塗付量にはロスを含んでおりません。　
※2：事前に下地の吹付け硬質ウレタンフォームに収縮などの異常がないことを確認してください。
※3：冬季凍害防止の際に、セラタイカ 2 号／ 2 号 U 1 袋に対し「FR フリーズブロック」140cc の添加が必要となります。
注 1）折板下地は原則禁止となっています。
注 2）その他の仕様の詳細については、別途お問い合わせください。

［吹付け硬質ウレタンフォーム不燃化の燃焼比較試験］
吹付け硬質ウレタンフォームの単体と不燃化したものの燃焼比較試験を行いました。不燃化による効果を示しています。

バーナー加熱試験（社内試験）
■試験条件　
試験体：地面に対し垂直に立てます
加熱温度：試験体表面部の温度が約1000℃
　　　　　になるように調整します
バーナー位置：高さ／250mm、
　　　　　表面までの距離／200mm
加熱条件：加熱連続5分間

0.117

Point

1

2

3

0.026

0秒 30秒 5分（終了）
※延焼なし

吹付け硬質ウレタンフォーム（約30㎜厚）＋セラタイカ2号（10㎜厚）複合
※但しプライマー併用

0秒 30秒 1分（終了）
※激しく燃焼

吹付け硬質ウレタンフォーム（約30㎜厚）単体

吹付け硬質ウレタンフォーム
（B 種、A種 2H）

セラタイカ２号／２号Ｕ

セラタイカ２号（耐火被覆材）

吹付け硬質ウレタンフォームとの付着性が確認されています。

冷凍・冷蔵倉庫仕様例



7. 吹付け硬質ウレタンフォームの不燃化

29 30

［認定詳細］

不燃性

仕上がり性

低粉塵性
表面強度が高いため、軽微な接触による脱落の危険性がなく、また表面から
の粉塵の飛散はほとんどありません。

爆燃の危険性がある吹付け硬質ウレタンフォーム（JIS A 9526 A種1、B種、
A種（1H,2H））の上に、セラタイカ2号・セラタイカ2号Ｕをわずか10mm程
度の薄さで施工することにより、複合体不燃認定を取得しました。不燃要求部
位へ最適な材料です。

内装制限のかかる場所において吹付け硬質ウレタンフォームをあらわしで使用するには、表面に不燃コート材が必要となります。不燃コー
ト材の中には、「基材（下地）は不燃であること」と規定されている商品もありますが、この場合、吹付け硬質ウレタンフォーム上では
不燃認定商品として成立しません。セラタイカ２号、セラタイカ 2 号Ｕは、吹付け硬質ウレタンフォーム上での複合体不燃認定を取得し
ております。

オフホワイトの仕上がり色となるため、あらわしで使用できます。
また、吹付けだけでなく、こて塗り付けも可能です。

※1：吹付け硬質ウレタンフォーム等の断熱材の熱伝導率です。
※2：熱伝導率は、不燃コート材各製品単体の数値です。

●建築基準法第2条第9号の国土交通大臣の不燃認定を取得

吹付け硬質ウレタンフォーム
A種１、B種

SK♯70プライマー

セラタイカ２号
（10mm厚）

躯体

仕 様

納 ま り 図

セラタイカ２号 セラタイカ２号Ｕ当社製品名

ＮM-4706NM-3894 NM-3904

10以上 10以上 11以上厚　み（mm）

A種１ A種（1H,2H）B種

吹 付 け 硬 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム

0.117熱伝導率
（W/（m･K））

※2

材 料 名

0.034 0.026

吹付け硬質ウレタンフォーム
A種（１H,２H）

SK♯70プライマー

セラタイカ２号Ｕ
（11mm厚）

躯体

仕
様
１
層
目

仕
様
２
層
目

※1

一 般 名 称 セラミック系不燃コート材 セラミック系不燃コート材

下地条件厚み 13～550mm 13～550mm

仕上材
不燃認定番号

熱伝導率
（W/（m･K））

▲吹付け硬質ウレタンフォーム

▲セラタイカ２号（不燃コート）

After

Before

［標準施工仕様例］
（23℃）

（23℃）

下地調整

主 材

下 塗 り
セラタイカ２号
SK#70プライマー

1 吹付け、こて

̶

̶

0.08～0.10 1 ̶

̶

4以上

20kg

既調合

清　水
6.0
－

吹付け、ローラー、刷毛

18～20kg

※2

※3

※3

工 程 調　合
（重量比）

理論塗付量
（kg/㎡）材　料　名 備　考間 隔 時 間（hr）

工 程 内 工 程 間
塗
回
数※1

下地の付着物（ちり等の汚れ）はブラシ等で除去しながら、エアーブローします。
吹付け硬質ウレタンフォームメーカーの工程間隔時間を厳守する。

下地調整

主 材

下 塗 り
セラタイカ２号Ｕ
SK#70プライマー

1 吹付け、こて

̶

̶

0.08～0.10 1 ̶

̶

4以上

20kg

既調合

清　水
6.6
－

吹付け、ローラー、刷毛

18～20kg

※2

工 程 調　合
（重量比）

理論塗付量
（kg/㎡）材　料　名 備　考間 隔 時 間（hr）

工 程 内 工 程 間
塗
回
数※1

下地の付着物（ちり等の汚れ）はブラシ等で除去しながら、エアーブローします。
吹付け硬質ウレタンフォームメーカーの工程間隔時間を厳守する。

●セラタイカ２号（不燃コート）:10mm厚

●セラタイカ２号Ｕ（不燃コート）:11mm厚

・湿式材料になりますので、施工中、施工後とも乾燥促進のため、送風機などを用いて換気を行ってください。
・吹付け硬質ウレタンフォームの養生期間は、使用メーカーへお問い合わせください。
・認定の詳細及び施工仕様の詳細につきましては、弊社担当者へお問い合わせください。

●施工上の注意

●防火材料の評価基準

※1 判定項目：試験体の状態等の基準がある。

現行建築基準法では、発熱性試験及びガス有害性試験に合格することで、「防火材料」の認定を取得することができます。
現状、発熱性試験に合格し、「難燃材料適合」等を表示している断熱材（吹付け硬質ウレタンフォームなど）がありますが、建築基準法における
付加試験（ガス有害性）を受けていないものについては、「防火材料」ではありません。

区　分 不　燃 準不燃 難　燃

発 熱 性 試 験

ガ ス 有 害 性 試 験

加 熱 時 間（ 分 ） 20
8以下

200以下
6

マウスの平均行動停止時間
が6.8分以上

マウスの平均行動停止時間
が6.8分以上

マウスの平均行動停止時間
が6.8分以上

10
8以下

200以下
6

5
8以下

200以下
6

総発熱量（MJ/㎡）
最高発熱速度（kW/㎡）

加 熱 時 間（ 分 ）

判定基準

判 定 基 準

※1

［防火認定について］

※1：理論塗付量にはロスを含んでおりません。　
※2：事前に下地の吹付け硬質ウレタンフォームに収縮などの異常がないことを確認してください。
※3：冬季凍害防止の際に、セラタイカ 2 号／ 2 号 U 1 袋に対し「FR フリーズブロック」140cc の添加が必要となります。
注 1）折板下地は原則禁止となっています。
注 2）その他の仕様の詳細については、別途お問い合わせください。

［吹付け硬質ウレタンフォーム不燃化の燃焼比較試験］
吹付け硬質ウレタンフォームの単体と不燃化したものの燃焼比較試験を行いました。不燃化による効果を示しています。

バーナー加熱試験（社内試験）
■試験条件　
試験体：地面に対し垂直に立てます
加熱温度：試験体表面部の温度が約1000℃
　　　　　になるように調整します
バーナー位置：高さ／250mm、
　　　　　表面までの距離／200mm
加熱条件：加熱連続5分間

0.117

Point

1

2

3

0.026

0秒 30秒 5分（終了）
※延焼なし

吹付け硬質ウレタンフォーム（約30㎜厚）＋セラタイカ2号（10㎜厚）複合
※但しプライマー併用

0秒 30秒 1分（終了）
※激しく燃焼

吹付け硬質ウレタンフォーム（約30㎜厚）単体

吹付け硬質ウレタンフォーム
（B 種、A種 2H）

セラタイカ２号／２号Ｕ

セラタイカ２号（耐火被覆材）

吹付け硬質ウレタンフォームとの付着性が確認されています。

冷凍・冷蔵倉庫仕様例



メーカー施工

ബບʂΘ͔ͣ10mmͰ1ؒ࣌଱Ր
ͼウレタン不燃コート認定を取得ٴ

セラタイカ２号

セラϛοΫܥ଱Րඃ෴ࡐ
セラϛοΫܥウレタン不燃コートࡐ

シリーズ
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メーカー施工

ബບʂΘ͔ͣ10mmͰ1ؒ࣌଱Ր
ͼウレタン不燃コート認定を取得ٴ

セラタイカ２号

セラϛοΫܥ଱Րඃ෴ࡐ
セラϛοΫܥウレタン不燃コートࡐ

シリーズ

ຊҹ࡮෺の内༰はฐ社の஌తݖ࢈ࡒに֘౰するものでฐ社にஶݖ࡞がありますので、ҹ࡮෺のදݱ内༰のແஅస༻、໛฿౳は͡ېますɻ
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